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●  主な内容  ●●  主な内容  ●★ 災害義援金をかたる詐欺に注意★ 災害義援金をかたる詐欺に注意

東日本大震災に関して、公共機関と紛らわしい名称や
団体等を名乗って「災害義援金」等を名目にお金を振
り込ませようとしたり、家庭を訪問して募金を求める事
案が発生しています。
義援金を求められても、すぐにお金を振り込んだり、渡
したりすることはせず、不審に思ったら警察に通報して
ください。

総務課総務防災係 　　 （２３）１１１１

東日本大震災に関して、公共機関と紛らわしい名称や
団体等を名乗って「災害義援金」等を名目にお金を振
り込ませようとしたり、家庭を訪問して募金を求める事
案が発生しています。
義援金を求められても、すぐにお金を振り込んだり、渡
したりすることはせず、不審に思ったら警察に通報して
ください。

総務課総務防災係 　　 （２３）１１１１
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通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

Honda（真岡市）－日立マクセル戦　Hondaの加藤恵理選手（大田原女子高－東北福祉大）のバッティング
９月３日(土)、2011 第44回日本女子ソフトボールリーグ１部第６節大田原大会（美原公園野球場）
Honda（真岡市）－日立マクセル戦　Hondaの加藤恵理選手（大田原女子高－東北福祉大）のバッティング
９月３日(土)、2011 第44回日本女子ソフトボールリーグ１部第６節大田原大会（美原公園野球場）
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総　　合

●
職
種
・
募
集
人
員

　

臨
床
心
理
士　

１
名

●
採
用
予
定　

平
成
24
年
４
月
１
日

●
受
験
資
格
　
現
に
臨
床
心
理
士
の
資
格

　

を
有
し
、
資
格
取
得
後
臨
床
心
理
士
と

　

し
て
３
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る

　

お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
方

●
受
験
資
格
の
な
い
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

•
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

•
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
の
方

•
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　

行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を

　

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

•
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

　

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

　

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

　

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

●
勤
務
場
所
　
大
田
原
市
保
健
福
祉
部

（
主
に
子
育
て
等
に
関
す
る
心
理
相
談
業

　

務
を
担
当
）

●
給
与
な
ど
　
給
与
関
係
条
例
に
基
づ
き

　

給
料
お
よ
び
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、

　

勤
勉
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
面
接
試
験
　
書
類
選
考
の
上
、
選
考
さ

　

れ
た
方
を
対
象
に
、
11
月
に
面
接
試
験

　

を
行
い
ま
す
。

※
試
験
日
程
な
ど
の
詳
細
は
選
考
さ
れ
た

　

方
に
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
市
で
配
布
す
る
申
込
書
な

　

ど
に
記
入
し
、
資
格
証
明
書
等
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
書
類

①
大
田
原
市
職
員（
臨
床
心
理
士
）採
用

　

申
込
書（
市
で
配
布
す
る
も
の
）

②
履
歴
書（
市
で
配
布
す
る
も
の
）

③
受
験
票（
市
で
配
布
す
る
も
の
）

④
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定

　

協
会
が
発
行
す
る
臨
床
心
理
士
資
格
登

　

録
証
明
書
の
写
し

⑤
最
終
学
歴
証
明
書（
卒
業
証
明
書
、
卒

　

業
証
書
の
写
し
な
ど
）

※
申
込
書
、
履
歴
書
、
受
験
票
に
は
そ
れ

　

ぞ
れ
写
真
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

写
真
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

・
申
込
前
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

・
帽
子
を
と
っ
て
正
面
か
ら
上
半
身
を
写

　

し
た
も
の
で
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

・
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
と
し
、
３
枚
と
も
同

　

一
の
も
の

●
応
募
書
類
配
布
場
所
・
提
出
先

　

大
田
原
市
総
合
政
策
部
総
務
課
人
事
研

　

修
係
（
市
総
合
文
化
会
館
１
階
）

※
申
込
書
、
履
歴
書
、
受
験
票
は
市
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
様
式
を
印
刷
し
て
記

　

入
し
て
も
結
構
で
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

10
月
17
日（
月
）〜
31
日（
月
）

　
（
受
付
時
間
土
・
日
を
除
く
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
10
月
31
日（
月
）ま

　

で
の
消
印
有
効
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
総
合
政
策
部
総
務
課
人
事
研
修
係

　
　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
２

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp/

　

市
で
は
毎
年
、
80
歳
と
１
０
０
歳
以
上

の
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
な
ど
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
末
ま
で
に
１
０
０
歳
以
上
と
な

る
方（
明
治
45
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）は
32
名
で
す
。
こ
の
う
ち
新
た

に
９
名
の
方
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
す
。

　

９
月
１
日（
木
）に
は
、
今
年
度
末
に

１
０
６
歳
と
な
る
市
内
最
高
齢
者
の
笹
沼

敏
夫
さ
ん
を
津
久
井
市
長
が
訪
ね
、
市
内

の
肖
像
画
家
・
益
子
学
司
さ
ん
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
笹
沼
さ
ん
を
描
い
た
肖
像
画
や
敬

老
祝
金
、
祝
詞
な
ど
を
手
渡
し
、
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

　

笹
沼
さ
ん
は
、
毎
朝
、
新
聞
を
読
む
の

が
楽
し
み
と
の
こ
と
で
、
長
生
き
の
秘
訣

（
ひ
け
つ
）は
「
ま
じ
め
に
生
き
る
こ
と
」

と
話
さ
れ
、
毎
日
元
気
に
お
過
ご
し
の
様

子
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
高
齢
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０

　

大
田
原
市
須
賀
川
財
産
区
は
、
山
林
・

財
産
区
会
館
等
の
財
産
の
管
理
お
よ
び
処

分
を
行
う
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。
前

身
の
黒
羽
町
須
賀
川
財
産
区
は
昭
和
30
年

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
会
の
会
長
お
よ
び
職
務
代
理
者
が

次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
会
長

　

鈴
木　

安
幸（
雲
岩
寺
）

●
職
務
代
理
者

　

鈴
木　

章
壽（
須
賀
川
）

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
支
所
管
理
課
須
賀
川
出
張
所

　
　
　
（
５
７
）０
１
１
１

　

地
域
情
報
、
観
光
情
報
、
グ
ル
メ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

市
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
番
組
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

●
放
送
局　

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ　

Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ

　
（
エ
フ
エ
ム
栃
木
、
周
波
数
76
・
４
Ｍ
Hz
）

●
番
組
名　
「
お
お
た
わ
ら　

ハ
ー
ト
F
M
」

●
放
送
時
間　

毎
週
月
曜
日　

正
午
〜
午

　

後
０
時
49
分

※
放
送
開
始　

10
月
３
日（
月
）〜

●
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ　

平
井　

久
美
子

●
リ
ポ
ー
タ
ー　

豊
田　

あ
す
か

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
行
政
改
革
係

　
　
　
（
２
３
）１
３
０
９

ま
し  

こ   

が
く  

じ

須
賀
川
財
産
区
管
理
会
の

会
長
・
職
務
代
理
者
決
定

１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
に

敬
老
祝
金
な
ど
を
贈
呈

津久井市長（右）、肖像画家の
益子さん（左後）から肖像画を
贈られた笹沼さん

大
田
原
市
職
員（
臨
床
心
理
士
）

募
集

10
月
か
ら
市
の
広
報
番
組

「
お
お
た
わ
ら  

ハ
ー
ト
Ｆ
Ｍ
」開
始
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実施計画項目

　１　市民との協働と市民参画のしくみづくり
　（１）地域協働の推進

Ⅰ　自助、互助、公助のまちづくりの推進

生涯学習推進計画
への協働体制の位
置付け

①生涯学習推進協
　議会を12地区に
　組織
②地域づくりの推
　進

①生涯学習推進協議会の
立ち上げ計４地区、②人
材データバンク｢輝きバン
ク｣の活用促進、学校支援
地域本部事業を実施

順調に進んでいる
生涯学習推進協議会の
設立説明会などを行っ
ていく

道路里親制度の
推進

里親活動延長
L=13.3㎞
里親率72.3％

里親活動延長の増加距離
L=9.77㎞、里親率49.5％

やや遅れている
里親の申請を待つだけ
でなく、自治会に出向
くなどのＰＲの強化が
必要である

市民健康診査の
受診率向上 受診率62％

基本健康診査および特定
健康診査受診率57.2％（う
ち特定健康診査受診率は
44.3%）

順調に進んでいる
今後も健康づくりリー
ダーなどと協働で健康
診断受診率向上を図っ
ていく

自主防災組織の
推進

1 8組織を立ち上
げ、５カ年で計23
組織とする

４つの自主防災組織を立ち
上げ、計22組織となった

順調に進んでいる
(仮称)大田原市自主防
災組織連絡協議会の結
成を目指す

財　政
効果額

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など

実施計画項目 達成
状況

　２　民間委託および指定管理者制度の導入推進
　（１）民間委託の推進

保育園民間委託の
推進 整備計画の検討

庁内検討委員会を設置し、
「大田原市保育計画」（H22
～ H26）を策定した

順調に進んでいる
職員の退職、設備の老朽
化などを勘案し、段階的
に民営化していく

学校調理業務の
民間委託

調理員定数を 35 名
とする（H18 年度定
数 41 名）

H21年度に小学校２校の
調理業務を委託した
H22年度現在、調理員定数
34 名（正規職員 31 名、臨
時職員３名）

順調に進んでいる
現在の委託校数は、セン
ター方式で委託してい
る黒羽地区を含めて18
校となった

直接収集運搬ゴミ
の民間委託

H23年度からの完
全民間委託実施に
向けて準備

H23 年４月から完全民営
化となった

【完了】

スポーツ施設の
民間委託化 民間委託実施

大田原体育館、美原公園内
の管理運営委託を検討し
てきたが、民間委託を断念
した

費用対効果の面で民間
委託を断念した

財　政
効果額

27,413
千円

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など

　本市の行政改革は、平成 18 年３月に策定した「第１次新大田原市行政改革大綱」に基づき、具体的に
56 項目の取り組み事項を集中改革プランとしてまとめ、年度別に推進を取り組みました。平成 22 年度
に 5年間の計画期間が終了となりましたので、各項目の 5年間の取り組み実績、財政効果額などの概要
についてお知らせします。
　なお、各担当課で評価した 5年間の平均値などを参考に、4段階の達成度評価（Ａ：完了、Ｂ：順調、C：
やや遅れ、Ｄ：計画見直し等）を行いました。全 56 項目の内、「完了」および「順調」と評価されたものは 43
件・76.８％となり、おおむね計画通りとなりました。また、民間委託の推進や職員定数の削減などの
取り組みにより、５年間で約 19 億円の財政効果額が得られました。引き続き、第 2 次行政改革大綱（平
成 23 年度～ 27 年度）に基づき、行政改革を推進していきます。

達成
状況

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｄ

第１次新大田原市行政改革大綱実施結果第１次新大田原市行政改革大綱実施結果

－

－

－

－

19,300
千円

■問い合わせ
　行政経営課行政改革係
　　　 (２３)１３０９

－
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　３　事務事業の見直し

実施計画項目 達成
状況

行政評価の推進
（行政評価システ
ムの見直し）

行政評価システム
の構築、実施

新規事業のみ事業課で事
前評価を実施
H22年度は、外部評価の手
法を取り入れる試みとし
て、事業仕分けを実施

適合するシステムの構
築を検討する

母子健康管理シ
ステムの見直し

健康診査結果のＩ
Ｔ管理

H18年度に母子健康管理
システム導入完了 【完了】

介護予防事業の
推進充実

700名の特定高齢
者に介護予防サー
ビス提供

H22年度実績、特定高齢者
936名のうち 739名（通所
型予防事業 76 名、介護予
防セミナー 663 名）に介護
予防事業を提供した

順調に進んでいる

保育園の統廃合
について

①すさぎ・須賀川
児童館統合、②さら
ど・しながわ保育
園・岩舟台幼稚園
統合

①須賀川児童館を廃館し、
すさぎ保育園に統合完了
（H23.4 ～）
②さらど・しながわ保育
園・岩舟台幼稚園統合整
備事業完了（ゆづかみ保
育園 H22.4 ～）　

【完了】

財　政
効果額

－

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成
状況

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

－

－

　（２）指定管理者制度の推進

実施計画項目 達成
状況

公の施設への指
定管理者制度導
入の推進

制度の導入促進
（H18 現在、５施設
に導入）

H22 年度末現在で12 施設
に導入した

指定管理者制度の導入
は順調
今後は、公益法人制度改革に
ついて検討を要するため、２
次計画に新規計上した

ピアートホール
の指定管理者制
度導入の検討

H24 年度からの指
定管理者導入に向
けての準備

H21 年度から黒羽図書館
部分は導入開始
文化ホール部分は制度導
入を断念した

順調に準備を進めてき
たが、費用対効果の面で
民間委託を断念した

財　政
効果額

－

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成
状況

Ａ

Ｄ

　１　窓口サービスの向上

実施計画項目 達成
状況

自動交付機の利
用促進

印鑑登録証切替：
77％
住民票交付率：
33％

H22 年度実績、印鑑登録証
切替 71％、住民票交付率
24％（大震災による自動交
付機利用停止により 3 月
分の実績が減となった）

順調に進んでいる
自動交付機の利用を促
進し窓口業務の緩和を
図る

支所機能の見直し 支所への適正配置
H22.４ .1現在、２支所４
課、支所職員数 34 名
５年間で 37 名削減

順調に進んでいる
定員適正化計画に合わ
せて推進していく

財　政
効果額

－

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成
状況

Ｂ

Ｂ

Ⅱ　市民サービスの見直し

実施計画項目 達成
状況

電子決裁および
電子文書管理シ
ステムの導入

電子決済、文書管理
システム導入 検討中

県内市町の導入事例が
無く、費用対効果の面で
実施は困難である
引き続き検討する

電子申請届出シス
テムの導入検討

電子申請システム
導入 検討中

費用と需要の面で困難
市内の高速インターネ
ットが完成したので引
き続き検討する

財　政
効果額

－

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成
状況

Ｄ

Ｄ

　２　情報化の推進
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Ⅲ　人事・給与制度の見直し

　１　定員管理の適正化

1,077,400
千円

実施計画項目 達成
状況

定員適正化計画
の策定

職員数を 676 人に
する（H18.4.1 現在
725 名）

H22.4.1現在職員数670
人（対前年△18 人）

目標は達成している
今後も推進していく

財　政
効果額計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成

状況

Ａ

　２　職員の意欲に応えられる人事・給与制度の見直し

　３　人材の育成・確保

実施計画項目 達成
状況

多様な人材育成
のための研修体
系の充実

独自研修見直しと
新研修創設

H22 年度は、独自研修とし
て、市内在住の商学博士に
よる講演会を実施した

毎年度、継続して全職員
を対象とした独自研修
を実施している

財　政
効果額

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成
状況

Ｂ

農業振興地域の地
番管理の見直し

農業振興地域の地
番管理化を行う

旧湯津上村分（11,316筆）、
旧黒羽町分（24,376 筆）の
入力完了
システムを稼働しながら
問題点などを検証中

【完了】

団体事務局の移転 民間団体に事務局
を移転する

H19年度に黒羽町林業林
産業活性化推進協議会事
務局を森林組合に引き継
ぎ完了した

【完了】

レセプト点検の充
実強化

財政効果額（過誤
調整金 / 被保険者
数）1,700 円

H22年度実績、レセプト点
検財政効果額 48,943 千
円、被保険者 1人当り財政
効果額 2,079 円

順調に進んでいる

－

－

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ図書館利用サービ
スの向上

①登録率　60％
②督促率　1.5％
③ＩＴ予約件数
　3,000 件

H22 年度実績、①登録者率
71％（53,796 人）、②督促
率 1.4％、③予約数 10,093
件

目標は達成している
今後も推進していく

230,174
千円

－

入札方法などの
見直し

総合評価落札方式
の導入

H22 年度実績、総合評価落
札方式での試行実施３件 順調に進んでいるＢ －

実施計画項目 達成
状況

人事評価システム
の構築

人事評価システム
構築・実施

制度を見直し（簡素化）、
技能労務職を含めた全職
員に施行実施した

H23 年度から成績率の
給与反映を実施する

明確な職務階級
制度の確立

職責に対応した職
階制度

H20 年度に総括主幹、H22
年度に６級課長、６級技術
監を新設した

順調に進んでいる

人事異動制度の
見直し

人事評価・自己申
告・希望降任制度
による職員配置

級別職務分類表を改正し、
H20 年度に総括主幹、H22
年度に６級課長・６級技
術監を新設した

順調に進んでいる
人事評価制度と連動し
て改善を検討していく

特殊勤務手当の
見直し

支給項目削減、額の
見直し

検討委員会を開催し、H20
年度に変則勤務手当など
を廃止した

順調に進んでいる
引き続き、近隣市町の動
向を調査し検討する

財　政
効果額

－

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成
状況

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

管理職手当の適
正化

手当削減の継続実
施

部課長職の管理職手当の
削減を継続して実施した 順調に進んでいる 16,330

千円Ｂ

時間外勤務手当
の削減

前年度計画額の２
％を削減する

H22 年度実績、選挙を除く
一般会計の時間外手当の
総額 81,075 千円（給料総
額の 3.58%）、対計画額
368 千円増となった

今後も時間数縮減に向
けて取り組む
勤務時間の 15 分短縮、
職員数の削減や事務事業
の増大が原因とみられる

43,539
千円Ｃ

－

720千円
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専門知識を持っ
た職員の育成

専門研修期間派遣
職員20%増加

自治大学校２人･栃木県実
務研修５人・市町村アカ
デミー５人・経済産業省
実務研修１人　計 13 人
H17 年対比 38％増加５人
→13 人　

順調に進んでいる。 －Ｂ

職員提案制度の
充実

行政意識・職務意
識の向上

H22 年度は、年間を通して
職員から提案を募集し、11
件の提案を審査した　

件数が増加するように制
度の見直しを検討する －Ｂ

Ⅳ　行政体制の見直し
　１　組織機構の見直し

実施計画項目 達成
状況

組織機構の見直
し

時代の要請に応え
る組織構築のため
の継続的な見直し

H22.４.１現在、６部２支所
35 課
H22.５.１に政策改革推進
室（１室２課）を新設した

引き続き、市民に分かり
やすい組織の見直しを
検討する

財　政
効果額

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など

Ｂ

　２　外郭団体の見直し

実施計画項目 達成
状況

外郭団体（土地開
発公社）の見直し 解散 H21年度に解散手続きを

完了 【完了】

財　政
効果額

35,348
千円

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など

Ａ

Ⅴ　歳入確保と歳出の抑制
　１　歳入の確保

実施計画項目 達成
状況

財政健全化計画
の策定

合併特例債を除い
た、当初予算額 250
億円

H22 年度当初予算（合併
特例債除く）256 億円

順調に進んでいる
財政健全化計画および
公的資金補償金免除繰
上償還の取り組みを実
行する

財　政
効果額

－

計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など

Ｂ

市税などの徴収
率の向上（市税）

徴収率 98.0％　　
口振登録率 50.0％

H22 年度徴収率 97.4％（前
年度比 0.3% 増）、口座振
替登録率 52.95％（前年度
比 4.0%増）

引き続き、納付相談を強
化し、滞納整理を行って
いく

－Ｂ

市税などの徴収
率の向上（国民健
康保険税）

徴収率 92.5％
口座登録率 57.0％

H22 年度徴収率 87.0％（前
年度比 1.1% 増）、口座振
替登録率 34.46%（前年度
比 0.4%増）

引き続き、納付相談を強
化し、滞納整理を行って
いく

－Ｃ

市税などの徴収率
の向上（介護保険
料（普通徴収分））

普通徴収率 92.0%
H22 年度徴収率 86.0％（前
年度比 1.4% 減）、収入額
前年度比 5,290 千円減

引き続き、納付相談を強
化し、滞納整理を行って
いく

－Ｃ

市税などの徴収率
の向上（保育料） 徴収率 99.0%

H22 年度収納率 98.2％（前
年度比同）、収入額前年度
比 2,863 千円減

引き続き、納付相談を強
化し、滞納整理を行って
いく

－Ｂ

市税などの徴収率
の向上 （市営（市
有）住宅使用料）

収納率 97.0%
H22年度徴収率 96.26％
（前年度比 0.79%増）、収
入額前年度比 518 千円減

引き続き、納付相談を強
化し、滞納整理を行って
いく

－Ｂ

使用料、手数料の
見直し 全庁的見直し実施

隔年で見直し検討会を開
催し、使用料・手数料の改
定、新設を実施した

順調に進んでいる 155,352
千円Ｂ

市債の圧縮
起債額を合併特例
債を除いて15億円
とする

H22 年度市債借入額
合併特例事業以外の起債
額 185,600 千円

順調に進んでいる －Ｂ
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実施計画項目 達成
状況

　２　歳出の抑制

四役の給与カット
※現在は三役 実施 四 ( 三 ) 役の給与減額措置

を継続して実施した 順調に進んでいる

市単独補助金の
見直し ５年累計 25,000 千円 予算編成時に見直しと削減

を実施。累計10,987千円
目標には至らなかった
が、今後も推進する

経費の節減（削減マ
ニュアルの見直し) 事務経費の削減

経費削減マニュアルによる
事務費削減に取り組んだ 順調に進んでいる

経費の節減 需要費300千円削減 若杉山荘需要費を削減す
る計画はH19 年度で達成 【完了】

財　政
効果額計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成

状況

実施計画項目 達成
状況

　３　適正な財産管理

適正な財産管理
公有財産管理シス
テム導入および適
正執行

H22 年度実績、売却件数 19
件、売却面積6,580㎡、売却
収入45,613千円

保有財産の把握、台帳整
備を行い未利用地の貸
付、売却を実施していく

財　政
効果額計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成

状況

実施計画項目 達成
状況

　１　公営企業などの経営健全化

下水道使用料など
の徴収率の向上

受益者負担徴収率
99%、下水道使用料
99%

下水道使用料 H22 年度収
納率 99.1%、受益者負担金
H22 年度収納率 98.22%

順調に進んでいる

水道料金の徴収
率の向上

水道料金 99.0％ 水道事業会計水道料金収
納率 99.51％（H23.５末） 順調に進んでいる

下水道使用料など
の見直し 料金改正 検討中

近年下水道整備区域が、
敷地面積の広大な市郊
外へと移っており、受益
者負担金が高額となり、
負担金の公平性を保つ
ための見直しが課題

財　政
効果額計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成

状況

黒羽水処理センター
管理の民間委託 複数年契約 H22 年度から３カ年の継

続契約で民間委託実施
【完了】

水道事業の民間
委託 民間委託

水道料金の検針、収納、開・
閉栓等業務の民間委託を
実施した

【完了】

実施計画項目 達成
状況

人材の育成・確
保（シルバー人材
センター）

①会員数 930 名
②契約金額
　218,560 千円

H22 年度末会員数 390 名、
契約高 222,317 千円

定年後の再雇用化が進
み、会員数が伸びず
契約高は目標を達成

財　政
効果額計画目標 取組実績、５年間の成果など 今後の課題など達成

状況

Ⅵ　公営企業などの経営健全化

水道水の効率的
な利用

水道水の効率的な
利用

新大田原上水道 10 箇年整
備事業により、水運用の効
率化（施設の統合・整理、
給水ルートのループ化、配
水管の整備）を実施した

順調に進んでいる

Ⅶ　外郭団体(大田原シルバー人材センター)

事務事業の見直
し（シルバー人材
センター）

事務運営費用の見
直し、事務合理化策
の検討

会員の意識調査・就業希
望調査の実施、適正な就業
希望者の就業場の提供

順調に進んでいる

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

18,535
千円

10,987
千円

64,073
千円

499千円

200,196
千円

－

－

－

－

7,000
千円

－

－

－

Ａ:完了 13件 (23.2%)、Ｂ:順調 30件 (53.6％)、Ｃ:やや遅れ８件 (14.3%)、Ｄ:計画見直し５件（8.9%）
財政効果額合計 1,906,899 千円
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現
地
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
５
回
に

わ
た
り
事
前
研
修
会
を
開
催
。
７
月
26
日

（
火
）に
は
、
出
発
結
団
式
を
行
い
、
派
遣

生
徒
た
ち
が
抱
負
を
述
べ
、
市
長
か
ら
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
の
後
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
空
港
に
到
着
し
、
佐
藤
芳
江
南
加
栃

木
県
人
会
長
（
黒
羽
出
身
）と
神
村
あ
や

日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
長
に

出
迎
え
ら
れ
、
活
動
拠
点
と
な
る
日
系
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し

た
。

　

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
カ
リ

ン
・
ア
ー
ム
ブ
ラ
ス
ト
議
員
を
は
じ
め
ウ

エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
関
係
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
関
係
者
、
７
組
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
な
ど
の
皆
さ
ま
に
よ
る
盛
大
な

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

○
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
役
所
表
敬
訪
問

○
ビ
ッ
グ
リ
ー
グ
ド
リ
ー
ム
ス
見
学

　

ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
役
所
へ
の
表
敬
訪

問
を
行
い
、
議
場
の
見
学
を
し
な
が
ら
市

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
隣
接
す
る
警
察
署
や
近
く
の
消

防
署
で
体
験
を
含
め
案
内
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
内
に
あ
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
が
体
験
で
き
る
ビ
ッ
グ
リ
ー
グ
ド
リ
ー

ム
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

○
ベ
ニ
ス
ビ
ー
チ
見
学

○
大
リ
ー
グ
観
戦（
エ
ン
ゼ
ル
ス
対
マ
リ

　

ナ
ー
ズ
）

　

日
中
は
ベ
ニ
ス
ビ
ー
チ
を
訪
れ
ま
し

た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
空
気
を
感
じ
な

が
ら
、
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ス
ト
リ

ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
触
れ
つ
つ
見
学
し

ま
し
た
。

　

夜
は
エ
ン
ゼ
ル
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
で
野
球

を
観
戦
し
、
日
本
人
選
手
の
活
躍
な
ど
を

目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
観
客
と
し
て

ス
タ
ジ
ア
ム
の
一
体
感
を
味
わ
い
ま
し

た
。

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
自
由
行
動

　

派
遣
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
ビ
ー
チ

へ
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

○
ナ
ッ
ツ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
見
学

　

ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
時
代
の
歴
史
を
学

べ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、
終
日
楽
し
み
な

が
ら
歴
史
と
文
化
を
学
習
し
ま
し
た
。

○
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ

　

ー
見
学

○
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
、
オ
ル
ベ
ラ
ス
ト

　

リ
ー
ト
見
学

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
技
術
を
遊
具

や
ゲ
ー
ム
で
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
で
日

本
人
街
を
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
祥
の
地
と

さ
れ
る
オ
ル
ベ
ラ
ス
ト
リ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ

れ
見
学
し
、
日
系
人
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

歴
史
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
４
・
５
日
目
、６
日（
土
）・
７
日（
日
）﹈

■ 

出
発
ま
で
の
事
前
研
修

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
１
日
目
、
３
日（
水
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
２
日
目
、
４
日（
木
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
３
日
目
、
５
日（
金
）﹈

〜
第
９
回
大
田
原
市
中
学
生
交
流
事
業
報
告
〜

姉
妹
都
市
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
交
流
事
業

姉
妹
都
市
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
交
流
事
業

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
６
日
目
、
８
日（
月
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
７
日
目
、
９
日（
火
）﹈

派遣された 12 名の生徒の皆さんと関係者

ウエストコビナ市役所表敬訪問の際、
議場で市の概要について説明を聴く生
徒の皆さん

ウエストコビナ市

　
　

市
内
の
中
学
３
年
生
12
名
を
姉
妹
都
市（
※
）で
あ
る
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市

（
ア
メ
リ
カ
）へ
派
遣
す
る「
第
９
回
大
田
原
市
中
学
生
交
流
事
業
」を
、
去
る
８

月
３
日（
水
）か
ら
12
日（
金
）ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
・
文
化
・
生
活
習
慣
な
ど
体
験
を
通
し
て
研
修

す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
を
深
め
、
異
文
化
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
然
と
文
化
を
尊
重
し
、
郷
土
や
社
会
に
貢

献
し
得
る
実
践
力
と
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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○
オ
ー
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学

○
ハ
リ
ウ
ッ
ド
見
学

○
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ

　

西
部
開
拓
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
歴

史
を
学
べ
る
オ
ー
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
、
当
時
を
物
語
る
展
示
物
を
鑑
賞
し
、

砂
金
採
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
映
画
で
有

名
な
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
街
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
本

事
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
佐
藤
了
氏

（
黒
羽
出
身
）の
料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら

の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
し
英
語
で
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
、

出
発
前
に
練
習

し
た
ダ
ン
ス
や

日
本
舞
踊
を
披

露
し
、
参
加
者

全
体
で
与
一
音

頭
も
踊
り
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
関
係
者
に
別
れ
を
告
げ
、

８
月
11
日
（
木
）ア
メ
リ
カ
を
離
れ
、
８

月
12
日
（
金
）に
数
多
く
の
思
い
出
と
と

も
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
（
金
）に
行
わ
れ
た
帰
国
報

告
会
で
、
派
遣
生
徒
た
ち
は
現
地
で
体
験

し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
市
長
を

は
じ
め
各
中
学
校
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験
に
よ
り
、
生
徒

た
ち
に
は
感
謝
の
気
持
ち
が
培
わ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
考
え
方
や
活
動
、
将
来
の
進
路

に
よ
い
刺
激
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
体
験
を
学
校
や
地
域
に
還
元

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
、

次
代
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
本
市
と
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
友

好
親
善
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

今
年
も
、
産
業
文
化
祭
で
「
菊
花
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
市
の
花「
菊
」を
栽
培
し
、

菊
花
展
に
展
示
発
表
す
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

●
展
示
期
間

　

10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

※
大
田
原
市
産
業
文
化
祭
開
催
期
間

●
応
募
期
限　

10
月
15
日（
土
）

●
応
募
方
法
　
詳
し
く
は
大
田
原
市
菊
花

　

展
実
行
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
菊
花
展
実
行
委
員
会

　

会
長　

小
林　

政
男

　
　
　
（
２
８
）１
４
１
６

　

地
震
に
よ
り
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受

け
た
「
世
帯
」に
対
し
、
生
活
を
再
建
す

る
た
め
に
支
援
金
の
給
付
を
行
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る「
被
災
世
帯
」

１ 

住
宅
が
全
壊
し
た「
世
帯
」

２ 

住
宅
が
半
壊
し
、
や
む
を
得
ず
解
体
し

　

 
た
「
世
帯
」ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被

　

 
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず

　

 

解
体
し
た「
世
帯
」

３ 

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
災
害

　

 

に
よ
る
危
険
な
状
態
が
継
続
し
、
住
宅

　

 

に
居
住
不
能
な
状
態
が
長
期
間
継
続
し

　

 

て
い
る「
世
帯
」

４ 

住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た「
世
帯
」

●
支
援
金
の
支
給
額

　

支
給
額
は
、
次
の
二
つ
の
支
援
金
の
合

　

計
額
と
な
り
ま
す
。

① 

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
基
礎
支
援
金
）

② 

住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
加
算
支
援
金
）

●
申
請
期
間

① 

基
礎
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
13
月
以

　

 

内（
平
成
24
年
４
月
10
日
ま
で
）

② 

加
算
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
37
月
以

　

 

内（
平
成
26
年
４
月
10
日
ま
で
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を

受
け
た
方
へ

■ 
現
地
で
の
活
動

　﹇
８
日
目
、
10
日（
水
）﹈

■ 

帰
国
後
１
カ
月
が
経
ち

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
９
・
10
日
目
、11
日（
木
）・
12
日（
金
）﹈

オートリーミュージアムで
砂金採りに挑戦

対象被災世帯 基礎支援金

※ 世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額の３/４の額
　（例）「大規模半壊」で「補修」の場合
　　（基礎）37 万５千円+（加算）75 万円 =（合計）112 万５千円

建設・購入
補修
賃借

建設・購入
補修
賃借

２００万円
１００万円
５０万円
２００万円
１００万円
５０万円

加算支援金 合計

３００万円
２００万円
１５０万円
２５０万円
１５０万円
１００万円

　
１００万円

５０万円

　
住宅が全壊
（１，２，３の場合）

　
住宅が大規模
半壊
（４の場合）

【 支援金の支給額 】

大
田
原
市
菊
花
展
出
品
者

募
集

　　　＊＊＊ 姉妹都市「ウエストコビナ市」 ＊＊＊
位　置：アメリカ合衆国カリフォルニア州ロサンゼルス郡
　　　　（ロザンゼルス市から東へ約30km）
時　差：マイナス17時間（夏時間ではマイナス16時間）
気　温：夏の最高気温は28℃前後、冬の最低気温は10℃前後
　　　　年間平均気温は23℃前後
降雨量：年間300～350mm（冬が雨季で、夏が乾季）
誕　生：1923年／面積：約44.03k㎡
人　口：約106,100人／公立学校：小中学校17校、高校３校
市の予算：約＄85.2million（約65億円）
市の花：ムラサキクンシラン（Lily of the Nile）
市の木：トベラ（Diamond Leaf Pittosporum）
ホームページ：http://www.westcovina.org/

さ
と
う
　
り
ょ
う
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
瓦
礫（
が
れ
き
）

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
指
定
集
積
所
に
お

い
て
被
災
直
後
か
ら
受
け
入
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
許
容
量
を
超
え
て
し
ま
っ
た
た

め
、
９
月
10
日
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
受
け

入
れ
を
終
了
し
て
い
ま
す
。
安
全
確
保
の

た
め
、
搬
出
作
業
が
終
了
す
る
11
月
ま
で

は
新
た
な
受
け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

再
開
後
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
既

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

許
可
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
生
活
環
境
課
で
申
請
を
行
い
、
発
行
さ

れ
る
許
可
書
を
持
参
の
う
え
、
指
定
日
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間

　

10
月
28
日（
金
）ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

●
申
請
場
所　

生
活
環
境
課（
本
庁
舎
北

　

側
別
棟
１
階
）

●
提
出
書
類

・
災
害
が
れ
き
類
持
込
み
申
請
書

（
搬
入
量
、
搬
入
方
法
を
確
認
し
ま
す
）

・
り
災
証
明
書
の
原
本（
家
屋
の
場
合
）

・
被
災
写
真
（
全
景
、
申
請
す
る
被
災

　

部
分
）

※
申
請
書
類
を
審
査
後
、
当
日
許
可
書
を

　

交
付
し
ま
す
。

●
受
入
期
間　

11
月
の
毎
週
水
・
土
曜
日
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
受
入
場
所　

サ
イ
プ
レ
ス
ニ
ュ
ー
タ
ウ

　

ン
南
側（
桧
木
沢
）

●
受
入
物
件　

石（
大
谷
石
な
ど
）、
瓦
、

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材

※
許
可
書
の
提
示
が
無
い
場
合
は
受
け
入

　

れ
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

透
き
通
っ
た
冬
空
の
下
に
輝
く
美
し
い

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
私
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

例
年
、
大
田
原
市
の
冬
の
名
物
と
し
て

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
皆
さ

ま
に
お
楽
し

み
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は

東
日
本
大
震

災
を
受
け
て

節
電
を
考
慮

し
た
上
で
開

催
い
た
し
ま

す
。

　

コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
節

電
の
た
め
の
工
夫
を
審
査
対
象
に
加
え
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
規
模
で
は
な
く
、

テ
ー
マ
・
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
の
表
現
を
重

視
し
た
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
飾
り
付

け
が
初
め
て
の
皆
様
も
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
開
催
期
間

○
受
付
期
間

　

11
月
７
日（
月
）〜
21
日（
月
）

○
点
灯
期
間

　

12
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

●
賞

・
金
賞　

１
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育

　

て
チ
ケ
ッ
ト
５
万
円
分
）

・
銀
賞　

２
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育

　

て
チ
ケ
ッ
ト
３
万
円
分
）

・
銅
賞　

５
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育

　

て
チ
ケ
ッ
ト
１
万
円
分
）

・
佳
作　

10
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育

　

て
チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
０
円
分
）

・
そ
の
他
、
特
別
賞
・
参
加
賞
あ
り
。

●
参
加
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
団
体
、
法
人
、
個
人

●
申
込
方
法

・
指
定
の
申
込
書
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

を
撮
影
し
た
写
真（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

　

で
撮
影
し
た
も
の
を
プ
リ
ン
タ
ー
で
印

　

刷
し
た
も
の
で
も
可
）を
添
え
て
、
商

　

工
観
光
課
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー（
黒

　

羽
庁
舎
内
）、
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口

　

課
の
い
ず
れ
か
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・
写
真
撮
影
が
で
き
な
い
場
合
は
、
事
務

　

局
で
撮
影
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で

　

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
審
査
方
法

・
第
１
次
審
査　

写
真
審
査

・
第
２
次
審
査　

市
が
委
嘱
す
る
審
査
員

　

が
現
地
を
回
り
、
各
賞
を
決
定
。

●
審
査
日　

11
月
25
日（
金
）

●
結
果
発
表

・
各
賞
受
賞
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

・
上
位
入
賞
者
の
作
品
は
、
広
報
お
お
た

　

わ
ら
１
月
１
日
号
に
そ
の
写
真
を
掲
載

　

し
ま
す
。

・
申
込
者
の
氏
名
と
設
置
場
所
を
案
内
す

　

る
マ
ッ
プ
を
広
報
お
お
た
わ
ら
12
月
15

　

日
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
注
意
事
項　

屋
内
の
飾
り
付
け
は
審
査

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　
　
　

 syoukou@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

　

10
月
23
日（
日
）に
大
田
原
市
消
防
団

通
常
点
検
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

市
内
全
域
で
午
前
７
時
に
サ
イ
レ
ン（
１

回
15
秒
）の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

　

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
総
務
課

　

総
務
消
防
係

　
　
　
（
２
２
）３
０
０
４

昨年度金賞のイルミネーション

災
害
が
れ
き
類
の
再
受
け
入
れ

消
防
団
通
常
点
検
の
た
め
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

第
10
回

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
お
よ
び
参
加
者
募
集

【
許
可
書
の
申
請
方
法
】

【
が
れ
き
の
搬
入
方
法
】
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往信 返信

【往信用表面】 【返信用表面】【返信用裏面】 【往信用裏面】

●期日　11月30日(水)
●会場　那須野が原ハーモニーホール  大ホール
●出演　指　揮　新田ユリ
　　　　吹奏楽　東京佼成ウインドオーケストラ

※郵便往復はがきを開いた状態です往復はがき記載例

東京佼成ウインドオーケストラ

●
放
送
予
定　

未
定

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

　
（
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　
　
　

０
２
８（
６
３
４
）９
１
６
６

　

市
秘
書
課
広
報
広
聴
係

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

３２４ - ８６４１
ご
自
分
の
住
所

　
ご
自
分
の
お
名
前

ご自分の
①郵便番号
②住所
③お名前
④電話番号

郵便番号

この面には何も
書かないでくだ
さい。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
と
大
田
原
市
で

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐ 

Ｆ
Ｍ「
吹
奏
楽
の
ひ
び
き
」の

公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
番
組
で
は
、
一
流
の
演
奏
者
に
よ
る

名
曲
の
数
々
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　

観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

11
月
30
日
(水
）　

開
場
、
開

　

演
、
終
演
な
ど
の
時
間
は
未
定
で
す
。

※
開
演
は
午
後
６
時
〜
７
時
を
予
定
し
て
い

　

ま
す
。
収
録
時
間
は
約
２
時
間
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
広
報
お
お
た

　

わ
ら
10
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

●
出
　
演　

  〈
指　

揮
〉　

新
田
ユ
リ

  〈
吹
奏
楽
〉　

東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

　

ケ
ス
ト
ラ

●
曲
　
目

○
序
曲
「
バ
ラ
の
謝
肉
祭
」

　
（
ジ
ョ
セ
フ
・
オ
リ
ヴ
ァ
ド
ー
テ
ィ
）

○
マ
ル
コ
ム
・
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ヴ
ァ
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
（
マ
ー
テ
ィ
ン
・
エ
レ
ビ
ー
）

○
雲
の
変
容

　
（
北
爪　

道
夫
）

○
組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」

　
（
モ
デ
ス
ト
・
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
／

　

  

中
橋　

愛
生
）

●
申
込
方
法

　

郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）の

　

往
信
用
裏
面
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

名
前
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に

　

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
書
い
て
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
下
段
記
載
例

　

参
照
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
当

　

選
し
た
方
に
１
枚
で
２
名
様
ま
で
の
入

　

場
が
可
能
な
入
場
整
理
券
を
お
送
り
し

　

ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
応
募
や
、

　

記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と

　

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽

　

選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

　

番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、
受
信
料

　

の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
先

　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　

大
田
原
市
総
合
政
策
部
秘
書
課

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

吹
奏
楽
の
ひ
び
き
」係

●
締
め
切
り

　

11
月
10
日
(木
)必
着

ＮＨＫ-ＦＭ
公開録音
ＮＨＫ-ＦＭ
公開録音

「吹奏楽のひびき」
観覧者募集

「吹奏楽のひびき」
観覧者募集

…………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
吹
奏
楽
の

  

ひ
び
き
」係

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

大
田
原
市
総
合
政
策
部
秘
書
課

指揮　新田  ユリ
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８
月
24
日（
水
）に
那
須
黒
羽
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で「
市
長
杯
争
奪
２
０
１
１
ゴ
ル
フ

の
ま
ち
お
お
た
わ
ら
№
１
決
定
戦
」が
開

催
さ
れ
、
男
子
の
部
に
72
名
、
女
子
の
部
に

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ス
ク

ラ
ッ
チ
方
式
で
競
技
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

当
大
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
被
災

さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
義
援
金
を
募
り
ま

し
た
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
１
万
１

５
０
４
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
同
ス
コ
ア
の
場
合
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
コ

　

ア
方
式
に
よ
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
募
集
区
画
数

○
中
田
原
霊
園（
中
田
原
１
７
７
９
‐
１
）

　

和
型
墓
地（
５
㎡
）、
洋
型
Ⅰ（
５
㎡
）、
洋

　

型
Ⅱ（
３
・
45
㎡
）　

合
計
１
０
０
区
画

○
北
山
霊
園（
八
塩
４
４
４
）（
６
㎡
）合
計

　

２
区
画

○
実
取
墓
地
（
実
取
７
６
３
‐
４
）（
６
㎡
）

　

合
計
２
区
画

●
受
付
期
間

　

10
月
11
日（
火
）〜
10
月
28
日（
金
）

※
土
・
日
を
除
く

●
受
　
付

・
場
所　

生
活
環
境
課（
本
庁
舎
別
棟
１
階
）

・
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
申
し
込
み
で
き
る
方

・
使
用
許
可
申
請（
申
し
込
み
）時
に
、本

　

市
に
原
則
と
し
て
引
き
続
き
１
年
以
上

　

住
所
を
有
す
る
方

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
申
し
込
み
方
法

　

受
付
期
間
内
に
生
活
環
境
課
ま
た
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
る

　
「
使
用
許
可
申
請
書
」、「
同
意
書
」に
必

　

要
事
項
を
記
載
し
、
押
印
の
上
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。改
葬
す
る
方
は
現
在

　

埋
葬
し
て
い
る
墓
地
管
理
者
の
押
印

　

が
必
要
で
す
。

※
募
集
区
画
以
上
に
申
し
込
み
が
あ
っ
た

　

場
合
、
次
の
優
先
順
位
を
設
け
、
抽
選
で

　

決
定
し
ま
す
。ま
た
、
使
用
す
る
区
画
に

　

つ
い
て
も
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。抽
選

　

日
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
遺
骨
が
あ
る
が
埋
葬
す
る
墓
地
の
な
い
方

②
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
墓
地
が
使
用

　

で
き
な
く
な
り
、改
葬
の
必
要
が
あ
る
方

③
そ
れ
以
外
の
方

●
申
込
時
の
注
意
事
項

・
申
し
込
み
は
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
で
す
。

・
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
が
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。そ
れ
以
外
の
方
が
申
し

　

込
む
場
合
は
委
任
状（
任
意
様
式
）が
必

　

要
で
す
。

●
使
用
料
お
よ
び
管
理
料

  【
中
田
原
霊
園
】

・
使
用
料

　

和
型
･洋
型
Ⅰ　
１
区
画
36
万
円

　

洋
型
Ⅱ　
１
区
画
40
万
円

・
管
理
料（
年
額
）　

５
０
０
０
円

  【
北
山
霊
園
】

・
使
用
料　

１
区
画
28
万
円

・
管
理
料（
年
額
）　

３
０
０
０
円

  【
実
取
墓
地
】

・
使
用
料　

１
区
画
12
万
円

・
管
理
料（
年
額
）　

２
０
０
０
円

※
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
使
用
許
可
日
の

　

属
す
る
月
か
ら
月
割
り
で
徴
収
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

10
月
は「
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
･リ
ユ
ー

ス
･リ
サ
イ
ク
ル
）推
進
月
間
」で
す
。

　

買
い
物
の
と
き
は
、
買
い
物
袋
（
マ
イ
・

バ
ッ
グ
）を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
の
利
用
を

少
な
く
し
、
過
剰
な
包
装
は
辞
退
す
る
な

ど
、ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
、

地
球
の
環
境
や
資
源
の
こ
と
、
ご
み
の
減

量
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
地
球
温
暖
化
対
策
課

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
７

　

市
生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

グロス順位 氏　　名
優勝
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位

平山　賢一(羽　田)
齋藤　信幸(黒羽田町)
橋本　和彦(美　原)
渡辺　健雄(中田原)
薄井富士雄(上石上)
渡辺　真一(小　滝)
小山田雅人(末　広)
広瀬　幹男(美　原)
菊池　勝彦(黒羽向町)
山郡　信夫(浅　香)

７３
７４
７５
７５
７６
７６
７７
７７
７８
７９

グロス順位 氏　　名
優勝
２位
３位
４位
５位

塚田　祥子(南金丸在勤)
新江　栄子(美　原)
鈴木　一穂(美　原)
松本智恵子(寺　宿)
安彦　芳子(寒　井)

８３
８３
８４
８６
９１

《男子の部》《女子の部》

左：男子の部  優勝
　　　平山　賢一さん
右：女子の部  優勝
　　　塚田　祥子さん

市
長
杯
争
奪
２
０
１
１

ゴ
ル
フ
の
ま
ち
お
お
た
わ
ら

№
１
決
定
戦
結
果

市
営
墓
地
使
用
者
募
集

マ
イ
・
バ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を
〜
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法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
と
き
に
は

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」へ

　

法
的
な
困
り
ご
と
は
、「
法
テ
ラ
ス
」に
お

電
話
く
だ
さ
い
。解
決
に
役
立
つ
情
報
の
提

供
や
法
律
相
談
の
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

　

資
力
の
乏
し
い
方
に
対
し
て
は
、
無
料

で
法
律
相
談
を
行
い
、
裁
判
、
調
停
、
交
渉

の
代
理
人
と
し
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
を

依
頼
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
審
査

の
上
、
弁
護
士
な
ど
を
紹
介
し
、
そ
の
費
用

を
立
て
替
え
ま
す
。

■
相
談
先

　

法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
平
日
･午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
・

　

  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
　
　

０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

　

法
テ
ラ
ス
栃
木（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

　

タ
ー
栃
木
地
方
事
務
所
）

　
　

宇
都
宮
市
本
町
４
‐
15
宇
都
宮
Ｎ
Ｉ

　
　

ビ
ル
２
階

　
（
平
日
・
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１

　

  

時
〜
４
時
）

　
　
　

０
５
０
３
３
８
３
‐
５
３
９
５

●
主
な
相
談
内
容　

不
動
産（
相
続
、売
買
、

　

贈
与
、財
産
分
与
）、会
社（
設
立
、役
員
変

　

更
）、
裁
判
所
手
続
き（
少
額
訴
訟
、
自
己

　

破
産
）、
成
年
後
見（
財
産
管
理
、
任
意
後

　

見
契
約
）、供
託
な
ど

●
相
談
料　

無
料

●
相
談
方
法

　

面
談
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）お
よ
び
電

　

話
に
よ
る
相
談（
予
約
不
要
）

  【
面
談
に
よ
る
相
談
】（
要
予
約
）

  《
宇
都
宮
会
場
》

○
日　

時

　

毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場　

所　

栃
木
県
司
法
書
士
会
館

　
（
宇
都
宮
市
幸
町
１
‐
４
）

  《
那
須
塩
原
会
場
》

○
日　

時　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場　

所　

西
那
須
野
公
民
館

　
（
那
須
塩
原
市
太
夫
塚
１
‐
１
９
４
‐
７
８
）

○
予
約
方
法　

相
談
会
開
催
日
の
２
日
前

　
（
木
曜
日
）ま
で
に
電
話
で
予
約
。

・
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
予
約
先　

栃
木
県
司
法
書
士
会

　
　
　

０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

  【
電
話
に
よ
る
相
談
】（
予
約
不
要
）

○
日　

時

　

毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
相
談
専
用
電
話
番
号

　
　
　

０
２
８（
６
５
１
）５
０
０
８

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
司
法
書
士
会

　
　
　

０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

栃
木
県
司
法
書
士
会

無
料
法
律
相
談

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（９月15日）

●お母さん・お子さん向け
　ベビーベッド、机、野崎幼稚園制服
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　スチールベッド、エレクトーン、サイドボード、
　シングルベッド、クロスバイク
●その他
　毛布

●お母さん・お子さん向け
　抱っこひも、チャイルドシート、ベビーカー、
　ジュニアベッド
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ミシン、地デジ対応テレビ、２ドア冷蔵庫、自転車、
　炊飯ジャー、マッサージチェア、アップライトピアノ
　ＣＤラジカセ、ノートパソコン、足踏みミシン
●その他
　犬用介護カート、人台、佐久山の郷土史（愛郷炉談）

◆ゆずりたい
○不用品は修繕などが不要で再利用できるもの。
○展示できる大きさはおおむね、幅および奥行きが
　それぞれ 60 ㎝未満、高さ 2m未満としますが、詳
　細はお問い合わせください。

※搬入は各自でお願いします。
○展示できない大きなものや、持ち込みが出来ない
　方は電話で登録をしてください。
◆ゆずってほしい
○展示してあるものはその場で引き取りが出来ます。
○ゆずってほしい物を直接または電話でご登録ください。
●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりたい方の電話
　番号のみをゆずってほしい方にお教えしますの
　で、そのあとは当人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立にかかわらず、結果を報告して
　ください。その報告をもって交渉成立の場合は登
　録内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求などはしないでく
　ださい。万が一、金銭トラブルなどが起きた場合で
　も、取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事業者や法人
　の利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から３カ月とし、
　引き続き登録をしたい場合はその旨ご連絡ください。
※太字は展示品になります。

くらし情報館情報くらし情報館情報

「不用品登録」利用方法
■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時  10月５日（水）、９日（日）、15日（土）、19日（水）、
　　　　　　　　 21日（金）、24日（月）、26日（水）、31日（月）、
    　いずれも午前10時から午後３時
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10
月
は
栃
木
県
お
よ
び
各
市
町
で
正
し

い
犬
の
飼
い
方
強
調
月
間
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
上

で
飼
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

法
律
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
主
な
点

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
狂
犬
病
予
防
法
」

○
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
は
登

　

録
を
し
、
鑑
札
を
そ
の
犬
に
着
け
て
お

　

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け

　

さ
せ
、
注
射
済
票
を
そ
の
犬
に
着
け
て

　

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
犬
の
登
録
の
申
請
を
せ
ず
鑑
札
を
着
け

　

な
か
つ
た
者
や
、
犬
に
予
防
注
射
を
受

　

け
さ
せ
ず
注
射
済
票
を
着
け
な
か
つ
た

　

者
は
20
万
円
以
下
の
罰
金
。

  《
こ
れ
は
違
反
で
す
！
》

◆
も
ら
っ
た
犬
な
の
で
登
録
を
し
な
い
で

　

飼
っ
て
い
る
。

◆
室
内
で
飼
っ
て
い
る
か
ら
狂
犬
病
予
防

　

注
射
は
し
な
い
。

「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」

○
動
物
の
所
有
者
は
、
動
物
が
人
の
生
命
、

　

身
体
若
し
く
は
財
産
に
害
を
加
え
、
ま

　

た
は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い

　

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  《
こ
ん
な
場
合
は
？
》

◆
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
と
ご
近
所
か
ら
苦

　

情
が
来
た
。

◆
犬
小
屋
付
近
が
汚
れ
て
い
て
、
隣
人
か

　

ら
臭
い
の
苦
情
が
来
た
。

↓
ご
近
所
か
ら
苦
情
が
来
た
ら
、
き
ち
ん

　

と
事
情
を
聞
い
て
、
誠
意
を
も
っ
て
対

　

応
し
ま
し
ょ
う
。こ
の
法
律
に
よ
り
人

　

に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
は
改
善
す
る
よ

　

う
努
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

し
つ
け
な
ど
が
必
要
で
時
間
が
か
か
る

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
ら
か
の
改
善

　

策
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

　

ご
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

　

大
事
に
し
て
理
解
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

「
栃
木
県
動
物
の
飼
育
及
び
保
管
に
関
す

る
条
例
」

○
常
に
犬
の
け
い
留（
さ
く
、お
り
そ
の

　

他
の
囲
い
の
中
に
収
容
し
ま
た
は
固

　

定
し
た
も
の
に
鎖
等
で
つ
な
い
で
お

　

く
こ
と
を
い
う
。）を
し
て
お
か
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
。

○
犬
を
道
路
、
公
園
そ
の
他
公
共
の
場
所

　

に
連
行
す
る
場
合
は
、
汚
物
処
理
用
具

　

を
携
帯
し
、汚
物
を
処
理
す
る
こ
と
。

  《
こ
れ
は
違
反
で
す
！
》

◆
散
歩
に
連
れ
て
い
く
の
が
面
倒
な
の
で
、

　

犬
を
は
な
し
た
。

◆
散
歩
中
に
犬
が
フ
ン
を
し
た
が
、
田
ん

　

ぼ
だ
っ
た
の
で
そ
の
場
に
埋
め
た
。

↓
犬
を
放
す
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。人

　

に
危
害
を
加
え
な
い
と
し
て
も
、
田
畑

　

を
荒
ら
す
こ
と
や
、
糞
尿
の
被
害
な
ど

　

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
が
事
故
に
あ
っ
た
り
、
帰
っ
て

　

こ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら

　

れ
ま
す
。

　

犬
の
フ
ン
を
そ
の
場
に
埋
め
る
行
為
は

　

土
地
の
所
有
者
に
と
っ
て
大
変
迷
惑
で

　

す
。犬
の
散
歩
は
必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰

　

れ
る
準
備
を
し
て
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
犬
特
定
の
法
律
な
ど
が

あ
り
、
違
反
し
て
い
る
場
合
は
飼
い
主
の

責
務
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
近
所
か
ら
も
愛
さ
れ
る
飼
い
犬
に
な

る
よ
う
、
普
段
か
ら
心
が
け
て
飼
う
よ
う

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

劇
場
型
詐
欺
と
は
、
名
の
と
お
り
演
劇

の
よ
う
に
配
役
が
決
ま
っ
て
お
り
、
お
互

い
に
無
関
係
を
装
っ
た
複
数
の
関
係
者
が
、

入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
電
話
な
ど
で
勧

誘
や
虚
偽
の
説
明
を
行
い
、
消
費
者
を
混

乱
さ
せ
、
高
額
な
証
券
や
社
債
な
ど
の
購

入
を
契
約
さ
せ
る
詐
欺
で
す
。

　

例
え
ば
、
突
然
、
電
話
で
見
知
ら
ぬ
会

社
が
金
融
商
品
な
ど
の
購
入
を
勧
誘
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
送
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
く
と
、
再
度
電

話
で
し
つ
こ
い
勧
誘
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
あ
と
で
、
全
く
別
の
会
社
を
名
乗
り
、

そ
の
商
品
を
高
額
で
買
い
取
る
の
で
、
自

分
の
代
わ
り
に
買
っ
て
欲
し
い
な
ど
と
依

頼
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
の
機
関
と
勘
違
い
す
る
よ

う
な
名
前
を
名
乗
る
団
体
が
電
話
を
か
け

て
き
て
、「
そ
の
会
社
は
信
頼
で
き
る
の
で

安
全
な
商
品
で
す
よ
。」
な
ど
と
言
っ
て
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
言
葉
に
騙
さ
れ
て
、
契
約

を
交
わ
し
、
送
金
し
て
し
ま
う
と
今
ま
で

電
話
で
か
か
わ
っ
た
全
て
の
会
社
と
連

絡
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
そ

の
被
害
額
を
取
り
戻
す
た
め
に
別
の
投

資
話
な
ど
で
さ
ら
に
勧
誘
を
し
て
き
た

り
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

も
、次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
見
知
ら
ぬ
相
手
か
ら
突
然
の
電
話
で
販

　

売
を
勧
め
ら
れ
た
と
き
は
、
き
っ
ぱ
り

　

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
良
く
分
か
ら
な
い
商
品
は
、
絶
対
に
買

　

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
儲
か
る
話
に
は
裏
が
あ
り
ま
す
。安
易

　

な
約
束
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
立

　

派
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
安
易
に
信
用
は

　

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
》

劇
場
型
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
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●
日
　
時

　

10
月
20
日(

木)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、
開
場
は
正
午

●
場
　
所

　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ

　
「
医
者
し
か
知
ら
な
い
危
険
な
話
」

●
講
　
師

　

中
原　

英
臣 

氏

　

(

新
渡
戸
文
化
短
期
大
学
学
長)

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

　

１
９
４
５
年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
慈
恵

　

医
大
卒
。
１
９
７
７
年
か
ら
２
年
間
、

　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で

　

バ
イ
オ
研
究
に
取
り
組
む
。
産
経
新
聞

　
「
正
論
」
メ
ン
バ
ー
、
健
康
日
本
２
１

　

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
。
テ
レ
ビ
な
ど

　

で
も
お
な
じ
み
、
医
学
最
新
情
報
や
健

　

康
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

●
対
象
者　

大
田
原
市
民

●
定　

員　

１
１
０
０
名(

先
着
順)

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。
受
講
を
ご

　

希
望
の
方
は
、
セ
ミ
ナ
ー
当
日
、
直
接

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推

　

進
委
員
会
、
大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会

　

事
務
局(

健
康
政
策
課
内
）

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
４

　

日
本
に
お
け
る
自
殺
死
亡
者
数
は
平
成

10
年
以
降
３
万
人
を
超
え
て
お
り
、
近
年

に
お
い
て
も
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ず
、
社

会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

自
殺
対
策
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
共
通
の
社
会

経
験
を
持
つ
方
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術

の
基
本
を
学
び
、
そ
の
技
術
で
相
手
の
嘆

き
や
悩
み
を
「
き
ち
ん
と
聴
く
」
こ
と
に

よ
っ
て
、
相
手
の
心
の
不
安
を
軽
減
し
た

り
、
そ
の
人
な
り
の
判
断
や
納
得
を
促
し

た
り
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
自
殺
対
策
に

も
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
自
殺
対
策
推
進
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

第
１
・
２
回
の
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
は
、
現
在
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
目
　
的

・
傾
聴
の
技
術
の
習
得

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

●
日
　
時

　

11
月
10
日(

木)

・
16
日(

水)

　

・
24
日(

木) 　

午
後
１
時
〜
５
時

※

参
加
者
は
３
日
間
す
べ
て
受
講
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

●
場
　
所

　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館
２
階

　

第
２
会
議
室

●
講
　
師

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会

　

理
事
長　

鈴
木　

絹
英 

氏

●
参
加
費　

無
料

●
参
加
資
格

　

月
１
回
程
度
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

　

し
て
活
動
で
き
る
人
ま
た
は
活
動
を
見

　

込
め
る
人
。

●
募
集
人
員　

30
名

●
申
込
方
法

　

10
月
11
日(

火)

〜
28
日(

金)

に
健
康
政

　

策
課
ま
で
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接

　

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

　

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　

(
２
３)

８
７
０
４

　
　
　

(
２
３)
７
６
３
２

●
期
　
日　

11
月
９
日(
水)

●
集
合
場
所
　
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル　

西
側
臨
時
駐
車
場

●
集
合
時
間　

　

午
前
７
時
30
分(

午
後
５
時
帰
着
予
定)

●
行
き
先

　

筑
波
山(

茨
城
県
つ
く
ば
市)

●
コ
ー
ス

　

筑
波
山
神
社
を
抜
け
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗

　

車
↓
御
幸
ヶ
原
を
散
策
↓
ロ
ー
プ
ウ
ェ

　

イ
で
つ
つ
じ
ヶ
丘
へ

　

コ
ー
ス
の
特
徴
は
、
距
離
は
短
い
で
す

　

が
、
岩
場
で
足
場
が
悪
い
箇
所
が
多
く

　

あ
り
ま
す
の
で
、
足
腰
に
自
信
の
あ
る

　

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
者　

大
田
原
市
民

●
定
　
員　

１
５
０
名

●
参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

10
月
14
日(

金)

午
前
８
時
30
分
か
ら
総

　

合
文
化
会
館
２
階
第
２
会
議
室
で
受
付
。

　

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
み
。
１
人
で

　

３
名
ま
で
の
申
し
込
み
が
可
能
。
先
着

　

順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
そ
の
他

・
昼
食
、
飲
み
物
な
ど
は
各
自
持
参
。

・
雨
天
の
場
合
は
、
状
況
に
よ
り
中
止
す

　

る
場
合
あ
り
。

●
主
　
催

　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
４

健
康
セ
ミ
ナ
ー（
第
３
回
）

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

第
３
回

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

中原　英臣 氏
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10
月
か
ら
、
市
民
健
康
診
査
を
市
が
指

定
し
た
医
療
機
関
で
受
け
る
「
医
療
機
関

健
診
方
式
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
ま
で
に
健
康
政
策
課
へ
申
し
込
ま

れ
て
い
た
方
に
は
、
受
診
に
必
要
な
書
類

を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
で
、
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
政
策
課
成
人

健
康
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
に
申
し
込
み
が
無
い
場
合
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上
に

　

な
る
方
で
、
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
加

　

入
者
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

●
受
診
で
き
な
い
方

①
今
年
度
の
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

　

特
定
健
診
を
受
診
し
た
方

②
今
後
、
年
度
内
に
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ

　

ク
で
特
定
健
診
を
受
診
予
定
の
方

●
受
診
期
間

　
10
月
〜
平
成
24
年
２
月
末
日

●
受
診
回
数　

年
間
を
通
じ
１
回

●
受
診
方
法

　

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
お
手
元
に
特
定

　

健
康
診
査
受
診
券
な
ど
の
関
係
書
類
が

　

届
き
ま
す
の
で
、
次
の
市
指
定
医
療
機

　

関
で
事
前
に
予
約
を
取
り
、
受
診
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
受
診
者
負
担
　
１
０
０
０
円

　
（
70
歳
以
上
は
無
料
）

●
受
診
す
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
・
保
険
証
・
健

　

康
診
査
記
録
票

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

《
受
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
》

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

《
指
定
契
約
医
療
機
関
に
つ
い
て
》

　

国
保
年
金
課
医
療
助
成
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

　
医
療
機
関
健
診
方
式
に
よ
る
乳
が
ん
検

診
・
子
宮
が
ん
検
診
は
６
月
か
ら
実
施
中

で
す
。

●
対
象
者

　

平
成
24
年
３
月
31
日
に
お
け
る
年
齢
が

　

次
に
該
当
す
る
女
性

・
子
宮
が
ん　

20
歳
以
上

・
乳
が
ん　
　

30
歳
以
上

●
受
診
で
き
な
い
方

①
今
年
度
の
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方

②
今
後
、
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
子

　

宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
予
定
の
方

●
受
診
期
間

　

６
月
〜
平
成
24
年
２
月
末
日

●
受
診
回
数　

年
間
を
通
じ
１
検
査
１
回

●
受
診
方
法

　

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
お
手
元
に
受
診

　

に
必
要
な
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
、
下

　

表
の
市
指
定
医
療
機
関
で
事
前
に
予
約

　

を
取
り
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
で
き
る
市
指
定
医
療
機
関

　
下
表
の
と
お
り

●
受
診
者
負
担

《
子
宮
が
ん
検
診
》

　

頸
部
検
査　

１
5
０
０
円

　

頸
部
・
体
部
検
査　

2
2
０
０
円

《
乳
が
ん
検
診
》

　

乳
が
ん
検
診　

１
5
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
方
お
よ
び
「
女
性
特
有
の

　

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」（
体
部

　

検
査
は
対
象
外
）
を
お
持
ち
の
方
は
、

　

無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

●
受
診
す
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　

健
康
診
査
記
録
票
・「
女
性
特
有
の
が

　

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
｣を
お
持
ち

　

の
方
は
同
ク
ー
ポ
ン
券

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

市
民
健
康
診
査

『
医
療
機
関
健
診
方
式
』

開
始
の
お
知
ら
せ

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

大田原赤十字病院
　●住　所
　　住吉町２-７-３
　●電話番号
　　　(２３)１１２２(代表)

那須中央病院付属総合健診センター
　●住　所
　　下石上１４５３
　●電話番号
　　　(２９)２５２５

特定健康診査市指定医療機関特定健康診査市指定医療機関

医療機関名

那須中央病院付属総合健診センター

山の手岡くりにっく

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院(予防医学センター)

はしもとマタニティクリニック

藤田産婦人科医院

石塚産婦人科

田崎医院

しんたくレディースクリニック

国際医療福祉大学病院(予防医学センター)

大田原市下石上1453

大田原市山の手2-21-10

那須塩原市大原間2-5

那須塩原市井口537-3

大田原市若松町507-5

那須塩原市宮町5-19

那須塩原市三島2-14-9

那須郡那須町寺子丙1

那須塩原市方京1-7-3

那須塩原市井口537-3

(２９)２５２５

(２０)２２５１

０２８７(６２)０７３３

(３８)２７５１

(２３)８１８０

０２８７(６２)０１１５

(３６)６２８８

０２８７(７２)０１１１

０２８７(６７)１２２１

(３８)２７５１

子
宮
が
ん

乳
が
ん

所　在　地 電話番号
マンモグラフィ エコー 視触診

○
○
○
○

○
○
○
－○

－
－
－

検査内容
【
受
診
で
き
る
市
指
定
医
療
機
関
】
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風
邪
と
違
っ

て
、
症
状
が
重
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
重
症
化
し
た
り
、
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
な
っ
た
り
、
時
に
は
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
最
も
有
効

で
す
。

　

本
格
的
な
流
行
が
始
ま
る
前
に
、
ぜ
ひ

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

①
接
種
日
当
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
で
、

　

接
種
を
希
望
す
る
方

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、
心

　

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
が
あ

　

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方
、
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日

　

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

　

障
害
を
有
す
る
方

●
接
種
期
間

　

10
月
中
旬
〜
平
成
24
年
２
月
29
日(

水)

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
日
は
、
各
医
療
機

　

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
接
種
回
数

　

原
則
と
し
て
１
人
に
つ
き
１
回

※
今
年
度
の
ワ
ク
チ
ン
は
Ａ
型(

Ｈ
１
Ｎ

　

１)

・
Ａ
香
港
型
・
Ｂ
型
を
混
合
し
た

　

３
価
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
ま
す

●
接
種
場
所

　

市
内
の
医
療
機
関(

左
表
の
と
お
り
）

※
那
須
塩
原
市
お
よ
び
那
須
町
の
医
療
機

　

関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
情
に
よ
り
、

　

大
田
原
市
・
那
須
塩
原
市
・
那
須
町
以

　

外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

　

場
合
は
、
事
前
に
健
康
政
策
課
健
康
危

　

機
対
策
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
料
　
金

　

無
料(

大
田
原
市
・
那
須
塩
原
市
・
那

　

須
町
で
接
種
す
る
場
合)

※
２
回
目
の
接
種
お
よ
び
問
診
の
み
の
場

　

合
は
、
自
己
負
担
が
生
じ
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の

　

保
険
証
ま
た
は
老
人
健
康
手
帳

●
受
け
方

　

本
人
ま
た
は
家
族
が
医
療
機
関
に
直
接

　

連
絡
し
、
体
調
の
良
い
時
に
受
け
る
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
現
在
の
と
こ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　

接
種
の
助
成
は
定
期
接
種
の
み
と
な
り

　

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
７
５

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

定
期
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
に
つ
い
て

※ 受診する際は、事前に医療機関に連絡をしてください。
【 大田原市内のインフルエンザ予防接種実施医療機関 】

湯津上

黒　

羽

大　

田　

原

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
阿部内科
池永腎内科クリニック
礒外科小児科医院
大田原赤十字病院
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
国際医療福祉大学クリニック
小林内科外科医院
齋藤内科医院
高橋医院
高橋外科医院
だいなリハビリクリニック
ときながメンタルクリニック
長嶋医院
那須中央病院
西田整形外科医院
橋本内科クリニック
藤田医院
増山医院
増山胃腸科クリニック
松井医院
室井病院
山の手岡くりにっく
吉成小児科医院
渡辺整形外科医院
増山医院
磯　医院
江部医院
車田医院
くろばね齋藤醫院
益子医院
益子クリニック

中央2-1-2
城山2-5-29
佐久山2018
町島200-8
浅香3-3711
住吉町2-7-3
浅香3-3-9
美原2-2831-153
北金丸2600-6
富士見1-1606-265
新富町3-4-18
滝沢355
住吉町1-11-20
紫塚3-2633-10
美原2-3196-52
下石上1246
下石上1453
元町1-9-18
元町1-2-14
野崎2-7-14
小滝1107-6
加治屋83-413
城山1-2-3
末広1-2-5
山の手2-21-10
新富町2-1-22
浅香1-4-3
佐良土861
黒羽向町8
黒羽向町60
大豆田457-24
黒羽田町612
大久保266
黒羽田町827

（２２）２１２２
（２３）１１３１
（２８）００５３
（２４）７０７０
（２２）２６０１
（２３）１１２２
（２２）２７０３
（２０）３２００
（２４）１００１
（２３）８８７０
（２２）６１１５
（２８）１１５１
（２２）２６２４
（２０）３１０２
（２０）１００６
（２９）００５０
（２９）２１２１
（２０）３１００
（２２）２２２０
（２９）００１０
（２２）２３３６
（２３）６３２１
（２２）２０６７
（２３）６６２２
（２０）２２５１
（２２）２４１２
（２２）７５８３
（９８）２００８
（５４）００２０
（５４）００１３
（５４）００６２
（５４）００３１
（５９）０８３５
（５４）２７２７

地区 医療機関名 所在地 電話番号
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「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

９
月
15
日
か
ら
、子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」が

公
費
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す

「
す
み
れ
の
会
」主
催

子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会
開
催

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス(

２
価)

で

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
「
ガ
ー
ダ

シ
ル(

４
価)

」
が
承
認
さ
れ
、
大
田
原
市

で
も
接
種
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
「
子
宮
頸
が

ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
今
ま
で
の
サ
ー
バ

リ
ッ
ク
ス
と
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
は
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
注
意
事
項
を
お

読
み
に
な
り
、
早
め
に
受
け
ら
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
接
種
対
象
者　

①
中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生

②
高
校
２
年
生
は
、
平
成
23
年
９
月
30
日

　

ま
で
に
、
１
回
ま
た
は
２
回
の
接
種
を

　

行
っ
た
方
の
み

●
助
成
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

●
対
象
ワ
ク
チ
ン　

・
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス

：
２
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

　

チ
ン(

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
、
18
型)

・
ガ
ー
ダ
シ
ル

：
４
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

　

(

Ｈ
Ｐ
Ｖ
６
、
11
、
16
、
18
型)

※

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
、
18
型
は
子
宮
頸
が
ん
予
防
、

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
６
、
11
型
は
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー

　

マ（
膣
の
周
辺
に
で
き
る
イ
ボ
）予
防
。

●
接
種
回
数　

３
回

●
接
種
料
金　

無
料(

公
費
負
担)

●
注
意
事
項

１
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」
と
「
ガ
ー
ダ
シ

　

ル
」
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を

　

３
回
続
け
て
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て

　

い
ま
す
。
ま
た
、
接
種
途
中
か
ら
別
の

　

ワ
ク
チ
ン
に
変
更
す
る
こ
と
に
対
す
る

　

有
効
性
・
安
全
性
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま

　

せ
ん
の
で
、
途
中
で
ワ
ク
チ
ン
の
変
更

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

２
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」
と
「
ガ
ー
ダ
シ

　

ル
」
は
、
い
ず
れ
も
３
回
接
種
が
必
要

　

で
す
が
、
接
種
の
間
隔
が
異
な
っ
て
い

　

ま
す
。

《
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
》

　

初
回
接
種
・
初
回
接
種
か
ら
１
か
月
後
・

　

初
回
接
種
か
ら
６
か
月
後

《
ガ
ー
ダ
シ
ル
》

　

初
回
接
種
・
初
回
接
種
か
ら
２
か
月
後
・

　

初
回
接
種
か
ら
６
か
月
後

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
７
５

　

「
子
宮
頸(

け
い)

が
ん
」
は
、
10
代
、

20
代
女
性
の
間
で
、
今
と
て
も
発
生
率
が

高
ま
っ
て
い
る
が
ん
の
一
種
で
す
が
、
唯

一
予
防
が
で
き
る
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

「
私
は
き
っ
と
大
丈
夫…

…

」「
う
ち
の

子
に
限
っ
て…

…

」
な
ん
て
思
わ
ず
に
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
輝
く
未
来
の
た
め
に
母

娘
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
自

身
や
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
を
迷
わ
れ
て

い
る
方
、
ご
自
身
の
検
診
を
ち
ゅ
う
ち
ょ

し
て
い
る
方
は
必
見
で
す
。

●
日
　
時　

10
月
25
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

(

受
付
は
午
後
1
時
か
ら)

●
場
　
所　

金
田
北
地
区
公
民
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

・
演
題　
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
予
防
ワ

　

ク
チ
ン
に
つ
い
て
」

・
講
師　

大
田
原
赤
十
字
病
院　

副
院
長

　

白
石　

悟 

氏

●
定
　
員　

先
着
１
０
０
名

●
申
込
方
法　

10
月
20
日(

木)

ま
で
に
健

　

康
政
策
課
成
人
健
康
係
へ
電
話
で
申
し

　

込
み
。

●
大
田
原
市
の
検
診

　

大
田
原
市
で
は
20
歳
以
上
の
方
に
無
料

　

で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
し
て
い
ま
す
。

　

検
診
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
健

　

康
政
策
課
成
人
健
康
係
ま
で
。

●
す
み
れ
の
会
に
つ
い
て

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
患
者
会
「
す
み
れ

　

の
会
」
は
随
時
会
員
募
集
を
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(

２
３)

７
６
０
１

　

近
年
、
料
理
を
し
た
こ
と
の
な
い
男
性

が
一
人
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、

単
身
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
ま

ず
困
る
の
が
毎
日
の
食
事
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

男
性
も
自
ら
の
健
康
に
気
を
配
り
、
元

気
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
自
立
支
援
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

目
的
に
日
々
の
食
生
活
に
役
立
つ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

10
月
18
日(

火)

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場
　
所　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

　

(

ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
内
、
大
田

　

原
市
堀
之
内
６
５
６‐

１)

●
内
　
容

・
糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う

・
調
理
実
習(

ぶ
り
の
照
り
焼
き
、
き
ん

　

ぴ
ら
ご
ぼ
う
、
ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た

　

し
、
か
き
玉
汁
、
ご
飯)

●
講
　
師　

大
田
原
市
食
生
活
改
善
推
進

　

員
、
管
理
栄
養
士

●
対
象
者　

30
歳
以
上
の
男
性(

料
理
初

　

心
者
の
方
も
大
歓
迎)

●
定
　
員　

20
名

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
健
康

　

診
査
・
血
液
検
査
結
果
な
ど(

あ
る
場

　

合)

、
筆
記
用
具

●
申
込
方
法　

10
月
14
日(

金)

ま
で
に
、

　

健
康
政
策
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

●
主
　
催　

大
田
原
市
食
生
活
改
善
推
進

　

員
連
絡
協
議
会
・
健
康
政
策
課

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(

２
３)

７
６
０
１
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●
日
　
時　

11
月
２
日(

水)

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー　

１
階
相
談
室(

宇
都
宮

　

市
駒
生
町
３
３
３
７‐

１)

●
対
象
疾
患　

肥
大
型
心
筋
症
、
特
発
性

　

拡
張
型(

う
っ
血
型)

心
筋
症
、
拘
束
型

　

心
筋
症
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
、
ラ
イ

　

ソ
ゾ
ー
ム
病(

フ
ァ
ブ
リ
ー
病)

、
家
族

　

性
突
然
死
症
候
群

●
担
　
当　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
循

　

環
器
セ
ン
タ
ー　

西
村　

芳
興　

医
師

　
●
日
　
時　

11
月
４
日(

金)

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー　

１
階
相
談
室(

宇
都
宮

　

市
駒
生
町
３
３
３
７‐

１)

●
対
象
疾
患　

メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
突
発
性

　

難
聴
、
遅
発
性
内
リ
ン
パ
水
腫
、
特
発

　

性
両
側
性
感
音
難
聴

●
担
　
当　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

　

耳
鼻
咽
喉
科　

石
川　

浩
太
郎　

医
師

●
申
込
方
法　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
事

　

前
に
と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
電
話
予
約
。
受
付
時
間
は
月
〜
金

　

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

　

４
時
。

■
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８(

６
２
３)

６
１
１
３

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

市
健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(

２
３)

７
６
０
１

　

「
ひ
な
げ
し
の
会
」
は
、
介
護
者
研
修

会
を
き
っ
か
け
に
発
足
し
た
認
知
症
の
介

護
を
し
て
い
る
家
族
の
会
で
す
。

　

介
護
し
て
い
る
中
で
の
悩
み
や
情
報
交

換
な
ど
、
本
音
で
話
が
で
き
る
場
で
す
。

○
自
分
の
た
め
に
「
ほ
っ
と
一
息
」
つ
く

　

時
間
を
も
っ
て
み
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
が
そ
れ
ぞ
れ
先
生
で
す
。
情
報

　

交
換
し
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
仲
間
が
一
番
分
か
り
合
え
ま
す

○
そ
し
て
か
し
こ
く
介
護
保
険
を
利
用
し

　

ま
し
ょ
う

●
10
月
・
11
月
開
催
日
時
・
場
所

○
大
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー(
西
部
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー) 　

10
月
15
日(
土)

○
大
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー(

中
央
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー) 　

11
月
19
日(

土)

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

１
０
０
１

　

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

２
７
１
０

　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

５
３)

１
８
８
０　

　

大
田
原
市
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

　
●
日
　
時　

10
月
16
日(

日)

午
前
10
時
〜

　

午
後
２
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館

●
内
　
容
　
○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

○
展
示
コ
ー
ナ
ー　

作
品
展
示
・
活
動
紹
介

○
施
設
紹
介　

福
祉
施
設
の
内
容
紹
介
・

　

作
品
展
示
・
作
品
販
売

○
福
祉
バ
ザ
ー　

生
活
用
品
・
贈
答
品

○
模
擬
店　

う
ど
ん
・
や
き
そ
ば
・
や
き
と
り

●
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

　

市
で
は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
「
戦
没
者
追
悼
式
」
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
　
時　

10
月
20
日(

木)

　

午
前
10
時
〜
11
時

●
場
　
所

　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
７

大
田
原
市
戦
没
者
追
悼
式

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
相
談

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方
へ

「
ひ
な
げ
し
の
会
」の
案
内

【
聴
覚
・
平
衡
機
能
系
疾
患
】

【
聴
覚
・
平
衡
機
能
系
疾
患
】

第
14
回

大
田
原
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

【
地
循
環
器
疾
患
】

【
循
環
器
系
疾
患
】

演　目
バンド演奏
ダンス
合唱
歌と体操

フォークダンス
能
黒羽餅つき唄

那須共育学園ホープスターズ＆Ｊｒ.

おおたわらシルバーコーラス
なでしこ幼稚園
社会福祉法人　エルム福祉会
エルムの園・ＳＥＬＰみなと
社会福祉法人　エルム福祉会
ＳＥＬＰみなと
社会福祉法人　エルム福祉会
エルムの園・ＳＥＬＰみなと
大田原市ボランティア連絡協議会有志

黒羽餅つき唄保存会

合唱

ピアノ独奏

車いすダンス

団　体　名

ひよこの会

大田原市身障者福祉会

保
健
セ
ン
タ
ー
の
教
室
・
相
談

日　時 場　所
10月21日(金)
９:30～11:30

内　　容
大田原
保健センター

講話、集団指導
（親子のスキンシップ）

母子健康手帳
(親子健康手帳)

持ち物

日　時 場　所
10月25日(火)
９:30～11:30

内　　容
大田原
保健センター 与一いきいき体操　栄養講話

■問い合わせ　高齢いきがい課介護予防係 おたっしゃクラブ (23)8634　

■問い合わせ　こども課母子健康係 もぐもぐごっくん教室 (23)8634 ※事前電話予約

日　時 場　所
10月26日(水)
10:00～11:30

内　　容
大田原
保健センター

母子健康手帳
(親子健康手帳)

持ち物
講話、実習

（デモンストレーション）
■問い合わせ　こども課母子健康係 すくすく教室 (23)8634 ※事前電話予約
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隔
月
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に
あ
る
マ
ザ

ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
方
が
、
個
別
に
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
遊

び
な
が
ら
相
談
出
来
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

こ
ど
も
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
・
場    

所　

　

10
月
７
日(

金) 　

午
前
10
時
〜
正
午

　

し
ん
と
み
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

 

　
　
　

(

２
２)

５
５
７
７ 

　

10
月
21
日(

金) 　

午
前
10
時
〜
正
午　

　

く
ろ
ば
ね
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　

(

5
9)

1
0
7
7

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
3
2

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

■問い合わせ　
　こども課子育て支援係
　　　（２３    ）８９３２

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目
を離さないようお願いします。

木曜日

火･木･金･第２土曜日
★休館日　10/18

火曜日子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
★休館日　10/10・26

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相
談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
★休館日　10/10

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

＜10 月１日 ( 土 ) ～ 10 月 31 日 ( 月 )＞

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

◇付加保険料の申し出は大変お得です◇付加保険料の申し出は大変お得です

■問い合わせ
　大田原年金事務所総合相談室
　　　（２２）６３１１
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８

●付加保険料とは
国民年金保険料を納められた期間（厚生年金等の加入期間を含む）と国民年金保険料の納付を免除
された期間が25年（300月）以上ある方には、65歳から老齢基礎年金が支給されます。年金額を少し
でも多く受給されたい方は、国民年金保険料とあわせ付加保険料（月額400円）を納付されると、老齢
基礎年金に付加年金が加算され支給されることとなります。

付加年金の年金額＝200円×付加保険料を納付した月数

（例）付加保険料を10年間納付された場合
　　　付加保険料の納付額＝400円×12月×10年＝48,000円
　　　付加年金の年金額＝200円×12月×10年＝24,000円
　　　この場合毎年24,000円の付加年金が老齢基礎年金に上乗せして受け取れます。

＜ご注意＞
○付加保険料の納付を希望される方は、申出書の提出が必要と
　なります。
○保険料の免除または納付猶予を受けている方や国民年金基金
　に加入している方は、付加保険料を納めることはできません。
○納付期限を経過しての付加保険料は納付できません。
○申し込みは市国保年金課国民年金係です。

子
育
て
マ
マ
の

就
職
準
備
個
別
相
談
会

★休館日
10/10
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子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、
今
後
受
給

資
格
が
あ
る
方
全
員
に
新
規
認
定
請
求

手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

受
給
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
は
左
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
支
給
月
額

・
３
歳
未
満　

1
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
〜
小
学
生（
第
１
子
、第
２
子
）

　

１
万
円

・
３
歳
〜
小
学
生（
第
３
子
以
降
）　

１
万

　

５
０
０
０
円

・
中
学
生（
一
律
）　

１
万
円

※
第
１
子
、
第
２
子
、
第
３
子
以
降
の
考
え

　

方
は
、
高
校
卒
業
と
同
年
度（
18
歳
を
迎

　

え
た
日
の
属
す
る
年
度
）
以
下
の
年
齢

　

の
子
ど
も
か
ら
数
え
ま
す
。

●
申
請
受
付
日

　

申
請
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次

　

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。現
在
子
ど
も
手

　

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
詳
細

　

が
決
ま
り
次
第
個
別
に
通
知
を
行
う
予

　

定
で
す
。

●
所
得
制
限

　

平
成
23
年
度
の
手
当
に
つ
い
て
は
無
し

●
支
給
開
始
月

　

10
月（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た

　

日
の
翌
日
）分
か
ら
支
給
対
象
に
な
り

　

ま
す
。平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
受

　

け
付
け
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
新
た
な
支
給
要
件
な
ど

・
子
ど
も
に
対
し
て
も
国
内
居
住
要
件
が

　

設
け
ら
れ
ま
し
た（
留
学
中
の
場
合
な

　

ど
を
除
く
）。 

・
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど

　

も
な
ど
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設
置
者

　

な
ど
に
支
給
す
る
形
で
手
当
が
支
給
と

　

な
り
ま
す
。 

・
未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者（
父
母

　

な
ど
が
国
外
に
い
る
場
合
の
み
）に
対

　

し
て
も
、
父
母
と
同
様（
監
護
、
生
計
同

　

一
）の
要
件
で
手
当
を
支
給（
父
母
な
ど

　

が
国
外
居
住
の
場
合
で
も
支
給
可
能
）

　

と
な
り
ま
す
。 

・
監
護
、
生
計
同
一
要
件
を
満
た
す
者
が

　

複
数
い
る
場
合
は
、
子
ど
も
と
同
居
し

　

て
い
る
者（
離
婚
協
議
中
別
居
の
場
合

　

に
、
各
種
証
明
書
類
添
付
に
よ
り
認
定

　

可
能
）に
支
給
に
な
る
場
合
と
、
別
居
し

　

て
い
る
者
に
支
給
に
な
る
場
合
と
、
別

　

居
し
て
い
る
者
に
支
給
に
な
る
場
合

　
（
単
身
赴
任
の
場
合
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。 

・
保
育
料
に
つ
い
て
滞
納
な
ど
が
あ
っ
た

　

場
合
に
は
、
手
当
か
ら
直
接
徴
収
で
き

　

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
学
校
給
食
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
人

　

の
同
意
に
よ
り
子
ど
も
手
当
か
ら
納

　

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

　

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

　

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
９
月
末
日
ま
で

に
案
内
通
知
と
就
学
時
健
康
診
断
票
を
郵

送
し
ま
す
。10
月
に
な
っ
て
も
通
知
が
届

か
な
い
時
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
　
程

　

左
表
の
と
お
り
。受
付
時
間
は
い
ず
れ

　

も
午
後
１
時
〜
１
時
20
分
。

※
学
校
に
よ
っ
て
受
付
時
間
が
異
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。保
護
者
あ
て
の
通
知

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

●
内
　
容

　

医
師
に
よ
る
内
科
、
歯
科
、
眼
科
、
耳
鼻

　

科
の
診
察
身
体
測
定
お
よ
び
発
達
ス
ク

　

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど

●
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

就
学
時
健
康
診
断
票
・
上
履
き（
児
童
、

　

保
護
者
）・
筆
記
用
具（
保
護
者
）

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
４

も
う
す
ぐ
１
年
生

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

健診会場月　日 入学予定校

親園小学校

福原小学校

大田原小学校

市野沢小学校

石上小学校

佐良土小学校

西原小学校

黒羽小学校

寒井小学校

奥沢小学校

10月５日(水)

10月14日(金)

10月17日(月)

10月25日(火)

10月18日(火)

10月26日(水)

10月28日(金)

11月２日(水)

11月11日(金)

11月７日(月)

11月１日(火)

●親園小学校
●宇田川小学校

●佐久山小学校
●福原小学校

●大田原小学校

●市野沢小学校
●羽田小学校

●薄葉小学校
●石上小学校

●西原小学校

●黒羽小学校
●片田小学校
●須賀川小学校
●両郷中央小学校

●川西小学校
●蜂巣小学校
●寒井小学校

●佐良土小学校
●湯津上小学校
●蛭田小学校

●奥沢小学校
●金丸小学校

●紫塚小学校 紫塚小学校

≪就学時健康診断の日程表≫≪就学時健康診断の日程表≫

平
成
23
年
度
10
月
か
ら
の

子
ど
も
手
当
制
度
に
つ
い
て

（
平
成
23
年
10
月
分
〜
平
成
24

  

年
３
月
分
）
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栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
県
内
を
巡
回
し

て
就
業
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

県
内
に
お
住
ま
い
の
母
子
家

　

庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
方

●
相
談
日

　

10
月
22
日(

土) 　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

大
田
原
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
左
記
ま
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

●
日
　
時　

10
月
28
日(

金)

午
前
10
時
〜

●
場
　
所　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

(

住
吉
町
２
‐
１
４
‐
９)

●
内
　
容　

①
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職

　

の
た
め
の
教
育
訓
練(

１
時
間)

　

自
己
分
析
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
法
、
履
歴

　

書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方

②
県
内
の
雇
用
情
勢

　

求
人
情
報
の
探
し
方
、
職
業
適
性
検
査

　

と
結
果
の
読
み
取
り
方

③
就
業
相
談(

希
望
者
の
み)

※
人
数
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
内
容
の
変
更
あ
り

●
対
象
者

　

県
内
の
母
子
家
庭
の
お
母
様
、
寡
婦
の

　

方
で
就
職
・
転
職
を
希
望
す
る
方

●
申
込
方
法　

10
月
17
日(

月)

ま
で
に
申

　

込
書
に
よ
り
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
・
電
話
で
申
し
込

　

み
。

※
託
児
ル
ー
ム
あ
り(

要
申
し
込
み)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
３)

２
１
７
２

　
　
　

(

２
３)

２
１
７
３

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

市
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

●
対
象
者
・
定
員

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
男
女
30
名

※
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
開
催
日

　

11
月
10
日
・
17
日
・
24
日

　

12
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日

　

平
成
24
年

　

１
月
12
日
・
19
日
・
26
日

　

(

全
10
回)

　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所

　

ニ
ュ
ー
・
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
ゴ

　

ル
フ
ク
ラ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

●
講
　
師

　

村
野
聡
文
先
生
、
杉
山
太
一
先
生

●
受
講
料　

１
万
７
０
０
０
円

※
ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
料
を
含

　

む
。

●
申
込
方
法

・
10
月
11
日(

火)

午
前
９
時
か
ら
県
北
体

　

育
館
研
修
室
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま

　

す
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
代
理
者
が
申
し
込
む
場
合
、
代
理
者
１

　

名
に
つ
き
１
名
分
の
申
し
込
み
が
可
能

　

で
す
。
受
付
に
来
た
申
込
者
が
、
自
分

　

と
他
者
の
分
を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

　

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
日
　
時

　

10
月
23
日(

日) 　

午
前
９
時
開
会

※
雨
天
時
に
は
11
月
６
日(

日)

へ
順
延
。

●
場
　
所　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
資
格

　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
者
、
お

　

よ
び
大
田
原
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
登

　

録
者
。

●
種
　
目　

ダ
ブ
ル
ス

　

(

年
齢
は
、
大
会
当
日
の
満
年
齢)

①
一
般
男
子
Ａ

　

(

高
校
生
以
上
、
年
齢
制
限
な
し)

②
シ
ニ
ア
男
子(

50
歳
以
上)

③
一
般
男
子
Ｂ

　

(

中
学
３
年
生
以
上
、
年
齢
制
限
な
し)

④
一
般
女
子
Ａ

　

(

高
校
生
以
上
、
年
齢
制
限
な
し)

⑤
シ
ニ
ア
女
子(

50
歳
以
上)

⑥
一
般
女
子
Ｂ

　

(

中
学
３
年
生
以
上
、
年
齢
制
限
な
し)

※
各
種
目
と
も
参
加
数
が
４
組
以
下
の
場

　

合
は
他
種
目
に
編
入
。

※
一
般
男
女
Ｂ
の
区
分
は
概
ね
次
の
と
お

　

り
。

・
中
学
３
年
生
以
上(

中
学
大
会
上
位
入

　

賞
者
は
除
く)

・
経
験
年
数
は
長
い
が
、
社
会
人
の
大
会

　

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
。

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
で
区
分
。

●
競
技
方
法

　

各
種
目
と
も
予
選
リ
ー
グ
後
に
決
勝
ト
ー

　

ナ
メ
ン
ト(

ま
た
は
リ
ー
グ)

を
行
う
。

●
参
加
料

　

１
組
１
０
０
０
円(

大
会
当
日
集
金)

※

中
学
生
は
無
料

●
申
込
方
法　

10
月
14
日(

金)

ま
で
に
、

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
、
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
記
入
の
う
え
申
し
込
み
。
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
に
よ
る
申
し
込
み
も
可
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
６

　

市
体
育
協
会
専
門
部　

澤
村

　
　
　

０
９
０
‐
１
５
０
２
‐
３
６
５
０

母
子
寡
婦
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

開
催

母
子
家
庭
な
ど
に
対
す
る

就
業
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

第
48
回

秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室
受
講
生

募
集
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●
日
　
時　

10
月
８
日(

土)

午
前
９
時
〜

　

９
日(

日)
午
前
９
時

●
場
　
所　

大
田
原
体
育
館

●
時
間
割　

・
小
学
生　

８
日(

土)

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
一　

般　

８
日(

土)

午
後
５
時
〜

　
　
　
　
　

９
日(

日)

午
前
９
時

※

小
学
生
は
チ
ー
ム
ご
と
の
参
加
、
一
般

　

は
１
名
か
ら
参
加
可
。

●
参
加
料　

１
人
５
０
０
円(

食
事
・
飲

　

料
引
換
券
お
よ
び
傷
害
保
険
料
含
む)

●
参
加
申
込　

大
会
当
日
、
会
場
に
て
随

　

時
受
け
付
け
。

※

参
加
者
全
員
に
素
敵
な
景
品
が
当
た
る

　

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
開
催
期
間

　

12
月
〜
平
成
24
年
３
月(

全
10
回
予
定)

●
対
象
者　

小
学
生

●
募
集
人
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
入
会
費
５
０
０
０
円(

兄
弟
で
参
加
の 

　

場
合
、
２
人
目
以
降
２
０
０
０
円)

・
保
護
者
の
印
鑑

●
そ
の
他

・
各
回
と
も
参
加
費(

バ
ス
代
・
リ
フ
ト

　

代)

５
０
０
０
円
が
別
途
必
要
。

・
11
月
下
旬
に
保
護
者
へ
の
事
業
説
明
会

　

を
開
催
予
定
。

●
申
込
方
法　

左
記
の
ス
ポ
ー
ツ
店
ま
で

　

直
接
申
し
込
み
。
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
。

●
新
規
申
し
込
み
希
望
者
へ
の
案
内
会

　

大
田
原
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
の
活
動
内
容

　

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

・
10
月
10
日(

月
・
祝)

午
後
３
時
〜
４
時

　

市
総
合
文
化
会
館
和
室

●
主
　
催　

大
田
原
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

太
陽
ス
ポ
ー
ツ　

(

２
２)

５
４
９
５

　

奈
良
ス
ポ
ー
ツ　

(

２
２)

２
６
７
０

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

体
協
ス
キ
ー
部
担
当　

山
口

　
　
　

０
９
０‐

２
２
０
７‐

９
９
９
７

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
日
　
時　

10
月
18
日(

火)

〜
11
月
18
日

　

(

金)

の
毎
週
火
・
金
曜
日
、

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時(

全
10
回)

●
場
　
所　

黒
羽
体
育
館　

格
技
場

●
対
象
者　

小
学
生
か
ら
一
般
社
会
人　

　

(

小
学
生
以
下
の
受
講
希
望
の
場
合
は

　

保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す)

●
講
　
師　

(

社)

日
本
空
手
協
会

　

黒
羽
支
部
長　

草
崎
敏
夫

　

県
本
部
指
導
副
部
長　

高
木
研
策

●
参
加
料
　
中
学
生
以
下
１
０
０
０
円
、

　

高
校
生
以
上
２
０
０
０
円(

保
険
料
含
む)

●
申
込
方
法　

10
月
14
日(

金)

ま
で
に
市

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

県
北
体
育
館
内
ま

　

た
は
黒
羽
体
育
館
内)

に
参
加
料
を
添

　

え
て
申
し
込
み
。
受
付
時
間
は
平
日
の

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係(

県
北
体
育
館
内)

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

　
管
理
事
業
係(

黒
羽
体
育
館
内)

　
　
　

(

５
４)

２
８
５
８

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

大
田
原
市
体
育
協
会
空
手
道
部
長　

川
嶋

　
　
　

０
９
０‐

３
０
８
４‐

７
６
０
７

　
●
日
　
時　

10
月
22
日(

土)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時(

開
場
午
後
１
時)

●
場
　
所　

大
田
原
市
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

●
講
　
師

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

昭
和
37
年
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
影
響
で
両
腕

　

に
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
。
昭
和
55
年

　

熊
本
市
役
所
に
入
庁
、
昭
和
56
年
氏
の
誕

　

生
か
ら
、
社
会
人
に
至
る
ま
で
を
描
い
た

　

主
演
映
画
『典
子
は
、
今
』が
封
切
ら
れ
空

　

前
の
大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
る
。
昭
和
58
年
結

　

婚
、
平
成
18
年
熊
本
市
役
所
を
退
職
、
同

　

年
ス
マ
イ
ル
ピ
ー
白
井
の
り
子
事
務
所
設

　

立
、
初
め
て
の
手
記
｢典
子
44
歳
い
ま
、

　

伝
え
た
い
｣を
発
表
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

　

と
な
る
。
同
時
に
講
演
活
動
を
開
始
。

●
入
場
料　

無
料

●
主
　
催　

大
田
原
市
黒
羽
地
区
自
治
公

　

民
館
連
絡
協
議
会
・
黒
羽
地
区
子
供
会

　

育
成
会
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　
　
　

(

５
４)

０
１
８
４

●
日
　
時　

・
10
月
29
日(

土)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
10
月
30
日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所
　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

・
写
真
、
油
絵
、
書
道
、
絵
て
が
み
、
華

　

道
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ク

　

レ
イ
ク
ラ
フ
ト
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど

　

の
力
作
、
傑
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
展
示

・
新
鮮
野
菜
の
直
売
、
焼
き
そ
ば
販
売
、

　

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
手
作
り
小
物

　

販
売
な
ど

・
花
の
苗
な
ど
の
無
料
配
布

　

29
日(

土)

・
30
日(

日)

　

各
日
午
前
10
時
〜
、
先
着
１
０
０
名

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
管
理
公
社

　
　
　

(

２
２)

６
６
２
１

大
田
原
市
空
手
道
黒
羽
教
室

受
講
生
募
集

地
域
ぐ
る
み
青
少
年
健
全
育
成

事
業
講
演
会

「
典
子
は
、今
」〜
今
を
生
き
る
〜

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

第
14
回

24
時
間
バ
レ
ー
大
会
開
催

市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

作
品
展「
勤
総
展
」

白井  のり子  氏
(ライフミッショナリー)
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栃
木
県
育
英
会
奨
学
生
・
東
京

学
生
寮
入
寮
者
募
集

国
際
医
療
福
祉
大
学
風
花
祭

特
別
講
演
会
開
催

那
須
郡
市
医
師
会
立

黒
磯
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

塩
谷
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集

（
推
薦
・
社
会
人
入
学
試
験
）

●
対
象
者

　

平
成
24
年
度
に
高
等
学
校
、
大
学
な
ど

　

に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

●
募
集
内
容

・
月
額
貸
与
奨
学
生

・
入
学
一
時
金
奨
学
生

・
東
京
学
生
寮
入
寮
者（
東
京
都
目
黒
区

　

大
橋
２
‐
２
０
‐
１
０
）

●
募
集
期
間

　

10
月
３
日（
月
）〜
11
月
15
日（
火
）

●
願
書
配
布
場
所

　

中
学
校
、
高
等
学
校
、
市
教
育
委
員
会
、

　

県
教
育
事
務
所
な
ど

●
寄
付
の
お
願
い

　

栃
木
県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の
貸
付

　

原
資
と
な
る
善
意
の
寄
付
金
を
募
集
し

　

て
い
ま
す
。１
人
で
も
多
く
の
方
に
ご

　

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。寄
付
金
の
振

　

込
書
な
ど
は
、
市
教
育
委
員
会
に
あ
り

　

ま
す
。詳
細
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

　
　
　

http://w
w
w
16.ocn.ne.

　
　
　

jp/~ tochiiku/

●
募
集
人
員　

28
名（
推
薦
を
含
む
）

●
修
業
年
限　

２
年

●
出
願
資
格

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
こ
れ
と
同
等

　

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
、

　

喫
煙
し
て
い
な
い
者

●
募
集
要
項
請
求
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
１
４
０
円
切

　

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
サ
イ

　

ズ
用
）を
同
封
の
上
、
黒
磯
准
看
護
学
院

　

ま
で
請
求
。

●
出
願
方
法

　

必
要
書
類
を
ま
と
め
て
黒
磯
准
看
護
学

　

院
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送（
簡
易
書
留
）。

●
出
願
受
付
期
間

　

平
成
24
年
１
月
13
日（
金
）〜
20
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

●
入
学
試
験

・
日
時　

平
成
24
年
２
月
４
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜

・
場
所　

那
須
郡
市
医
師
会
立
黒
磯
准
看

　

護
学
院

●
合
格
発
表

　

平
成
24
年
２
月
16
日（
木
）　

午
前
10
時

■
出
願
先
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
郡
市
医
師
会
立
黒
磯
准
看
護
学
院

　
　

〒
３
２
５
‐
０
０
５
７

　
　

那
須
塩
原
市
黒
磯
幸
町
８
‐
１
０

　
　
　

０
２
８
７（
６
２
）１
２
５
８

●
日
　
時　

10
月
16
日（
日
）

　

午
前
10
時
40
分
〜
11
時
40
分

●
場
　
所

　

国
際
医
療
福
祉
大
学 

Ｆ
棟
１
０
１
教
室

●
演
　
題

　
「
東
日
本
大
震
災
と
教
育
」

●
講
　
師

　

寺
脇　

研  

氏
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
教

　

授
、国
際
医
療
福
祉
大
学
客
員
教
授
）

  《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

　

２
０
０
６
年
11
月
文
部
科
学
省
を
退

　

職
。私
塾「
カ
タ
リ
バ
大
学
」を
主
宰
。

　
「『
子
ど
も
の
た
め
』は
大
人
の
身
勝
手
。

　

子
ど
も
は
人
質
で
は
な
い
。い
ま
す
ぐ

　

で
き
る『
学
校
を
楽
し
く
す
る
方
法
』

　

を
教
え
ま
す
」と
、文
部
官
僚
時
代
か

　

ら
教
育
問
題
に
刺
激
的
・
積
極
的
に

　

発
言
。映
画
評
論
家
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
教
育
支

　

援
協
会
チ
ー
フ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

と
し
て
も
活
躍
。

●
参
加
料　

無
料（
申
込
不
要
、
ど
な
た
で

　

も
参
加
で
き
ま
す
。）

●
定
　
員　

６
０
０
名

■
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
総
務
課

　
　
　
（
２
４
）３
０
０
０

●
募
集
人
員

　

40
名（
推
薦
４
割
程
度
・
社
会
人
１
割

　

程
度
含
む
）

●
受
験
資
格

○
推
薦
入
試

　

平
成
24
年
３
月
高
校
卒
業
見
込
み
で
、

　

学
科
評
定
平
均
３
・
５
以
上
で
、合
格

　

し
た
場
合
に
は
必
ず
本
校
に
入
学
で

　

き
る
方

○
社
会
人
入
試

　

高
校
を
卒
業
し
、
平
成
24
年
４
月
１
日

　

時
点
で
２
年
以
上
経
過
し
た
方

●
修
業
年
限　

３
年（
全
日
制
）

●
応
募
方
法

　

入
学
願
書
を
希
望
す
る
方
は
、
国
際
医

　

療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専
門
学
校
ま
で

　

問
い
合
わ
せ
。

●
願
書
受
付
期
間

　

10
月
３
日（
月
）〜
14
日（
金
）

●
試
験
日　

10
月
22
日（
土
）

●
試
験
場
所

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専
門
学

　

校（
塩
谷
病
院
敷
地
内
）

●
試
験
科
目

・
推
薦
入
試　

国
語
総
合（
古
文
・
漢
文

　

を
除
く
）、面
接

・
社
会
人
入
試　

小
論
文
、面
接

■
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専
門
学
校

　

事
務
部

　
　
　

０
２
８
７（
４
４
）２
３
２
２

寺脇　研  氏

か
ざ
は
な



お知らせ

平成23年10月１日号25

●
日
　
時　

11
月
18
日（
金
）

●
場
　
所　

栃
木
県
立
聾
学
校

　
（
宇
都
宮
市
若
草
２
‐
３
‐
４
８
）

●
日
　
程

・
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　

学
校
概
要
説
明
、
授
業
・
施
設
設
備
な

　

ど
自
由
参
観

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
立
聾
学
校

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

11
月
11
日（
金
）ま
で
に
、

　

栃
木
県
立
聾
学
校
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
聾
学
校

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）３
９
１
０

　
　
　

０
２
８（
６
２
４
）６
８
８
７

　
　
　

http://w
w
w
.tochigi-edu.

　
　
　

ed.jp/rogakko/nc/

●
日
　
時　

10
月
22
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
場
　
所　

親
園
地
区
公
民
館（
親
園
農

　

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

●
内
　
容　

栗
お
こ
わ
、
松
風
焼（
み
そ
味

　

豆
腐
バ
ー
グ
）、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
オ
レ
ン

　

ジ
煮
、
生
う
ど
ん
の
か
り
ん
と
う
作
り

　

お
よ
び
試
食

●
定
　
員　

市
内
在
住
の
親
子
10
組

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

●
申
込
方
法　

10
月
12
日
（
水
）
ま
で
に
農

　

政
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
。定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
。

●
主
　
催　

大
田
原
市
農
村
生
活
研
究
グ

　

ル
ー
プ
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

●
日
　
時　

10
月
27
日（
木
）、28
日（
金
）、

　

29
日（
土
）　

午
後
１
時
〜
７
時（
土
曜

　

日
は
午
後
５
時
ま
で
）

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
駅
前
通
り
１
‐
３
‐

　

１　

フ
ミ
ッ
ク
ス
ス
テ
ム
ビ
ル
１
階
）

●
対
応
者　

栃
木
県
労
働
委
員
会
の
委
員

●
そ
の
他　

申
込
不
要
、費
用
無
料（
な
お
、

　

相
談
時
間
は
１
時
間
以
内
を
目
安
と
し

　

ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
３
３
７

●
募
集
コ
ー
ス　

高
等
学
校
の
普
通
科
と

　

同
等
の
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
自
衛
官

　

と
し
て
必
要
な
各
種
教
育
や
訓
練
を
受

　

け
、
生
徒
課
程
修
了
時「
高
等
学
校
の
卒

　

業
資
格
」を
取
得
で
き
る
コ
ー
ス
。教
育

　

期
間
中
、
生
徒
手
当（
月
額
９
万
４
９
０

　

０
円
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
受
付
期
間
・
資
格
・
試
験
期
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
大
田
原
地
域
事
務
所

　
　

〒
３
２
４
―
０
０
２
８

　
　

大
田
原
市
富
士
見
１
‐
３
９
２
１

　
　
　
（
２
２
）２
９
４
０

●
日
　
時　

11
月
８
日（
火
）　

開
演
午
後

　

６
時
30
分（
開
場
午
後
６
時
）

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ　
「
心
ゆ
た
か
に
生
き
る
」

●
講
　
師　

林　

覚
乗  

氏（
南
蔵
院
第
二

　

十
三
世
住
職
）

  〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

１
９
５
３
年
福
岡
県
生
ま
れ
。７
６
年

　

高
野
山
大
学
密
教
科
卒
業
、
７
６
年
〜

　

７
８
年
高
野
山
真
言
宗
ハ
ワ
イ
ホ
ノ
ル

　

ル
別
院
駐
在
開
教
師
。８
０
年
南
蔵
院

　

住
職
に
就
任
。「
出
会
う
人
に
明
る
さ
を

　

与
え
ら
れ
る
人
間
で
あ
り
た
い
」を
信

　

条
に
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
実
話
な
ど
を
交
え
て
、
生

　

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
問
い
か
け
る
講

　

演
を
「
現
代
の
布
教
」
と
位
置
づ
け
、
エ

　

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
し
て
い
る
。

●
入
場
料　

無
料（
ど
な
た
で
も
お
聞
き

　

に
な
れ
ま
す
。）

●
申
込
方
法　

11
月
４
日（
金
）ま
で
に
、大

　

田
原
法
人
会
ま
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人
大
田
原
法
人
会

　
　
　
（
２
３
）４
８
０
２

　
　
　
（
２
２
）５
９
８
５

※
法
人
会
は「
正
し
い
納
税
、健
全
な
経
営
、

　

社
会
貢
献
」を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
経

　

営
者
の
団
体
で
す
。

栃
木
県
労
働
委
員
会
に
よ
る

労
働
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

栃
木
県
立
聾
学
校
公
開

大
田
原
法
人
会
公
開
講
演
会

親
子
体
験
教
室
参
加
者
募
集

区分 受付期間 資　格 試験期日

11 月１日(火)
〜

12 月 16 日(金)

11 月１日(火)
　　  〜
平成 24 年
　１月６日(金)

推薦

一般

中卒（見込含む）の方
で平成 24 年４月１日
現在 17 歳未満の男子
（中学校長などの推薦
が別途必要）

平成 24 年１月７日
（土）～１月９日（月）
の間の指定する１日
会場：神奈川県横須
賀市

第 1次試験
平成 24 年１月 14 日
（土）
会場：大田原市内

中卒（見込含む）の方
で平成 24 年４月１日
現在 17 歳未満の男子

林　覚乗  氏



ピアートホール・天文館

平成23年10月１日号 26

●日　時　
　11月23日(水・祝)
　午後３時30分開場
　午後４時開演
●会　場
　大田原市ピアートホール
●入場料　
　4,500円(全席指定)
●チケット発売
○窓口
　10月18日(火)
　午前10時発売開始
　(１人４枚まで)
※未就学児の膝の上での鑑賞は無料、就学児およ
　び未就学児で席が必要な場合は有料。
※発売日来館のお願い
　当ホールは高台に位置しており、特に夜間は周
　辺の人気が極端に少なくなります。また、ホー
　ル敷地内(屋外)にトイレや休憩所はございませ
　んので、チケットのお買い求めは10月18日(火)
　にご来場くださいますようお願いいたします。
※19日以降のピアートホールでのチケット販
　売・電話予約については、月曜日(休館日)を除
　く午前８時45分～午後５時。

♪大田原市ピアートホール♪

『青木隆治コンサートツアー２０１１  Ｌｉｅｎ』『青木隆治コンサートツアー２０１１  Ｌｉｅｎ』『青木隆治コンサートツアー２０１１  Ｌｉｅｎ』

【プレイガイド(チケット販売場所)、販売枚数】
　大田原市ピアートホール(470枚)
　　　　(５９)０８５６
　株式会社商美社(31枚)
　　　　(５４)０００３
　キャプテンハウスおおもり(25枚)
　　　　(５７)０１０８
　ハートブックス大田原店(45枚)
　　　　(２２)２０３６
　ハートブックスなすの店(34枚)
　　　　(２０)３０６０
　弓座呉服店(20枚)
　　　　(５９)０５１３
　ミモリレコード(那須塩原市・40枚)
　　　　(３６)０７１２
　金子書店(那須町・18枚)
　　　　０２８７(７２)０１２８
○電話予約
　(窓口優先のため完売の折はご了承ください)
　10月18日(火)午後３時から予約受付開始
　(電話予約は午後５時まで)

♪自分が作詞・作曲したオリジナル楽曲に加え、テレビでおなじみのモノマネも披露！！

■電話予約・問い合わせ　
　大田原市ピアートホール　   (５９)０８５６

■問い合わせ
　ふれあいの丘天文館　　(２８)３２５４

●秋の星座の探し方
　秋の夜長に星座探訪はいかがでしょうか？　
　『ペガスス座』、『アンドロメダ座』、『ペルセウ
　ス座』、『カシオペア座』、『くじら座』など、ギ
　リシャ神話で展開される一大スペクタクルに
　登場する名前の星座がたくさん見られます。
　秋の星座を探す目印となるのは｢秋の四辺形
　(ペガススの四辺形)｣です。この四辺形の北東
　にある｢アルフェラッツ｣は『アンドロメダ座』
　のα星、『アンドロメダ座』よりさらに北東は
　『ペルセウス座』です。
　また、四辺形の西側の南北の辺を南にたどる
　と、秋の唯一の1等星、｢フォーマルハウト(み
　なみのうお座)｣が見つかります。もう一方の
　南北の辺を南にたどった先は、『くじら座』の
　｢デネブカイトス｣です。四辺形と『みなみのう
　お座』の間や四辺形と『くじら座』の間には、誕
　生日の星座である『やぎ座』、『みずがめ座』、
　『うお座』、『おひつじ座』が並んでいます。
　『カシオペア座』は『アンドロメダ座』の北にＷ
　字の星の並びを探すと見つかります。そのす

　ぐ西隣は将棋の駒のような五角形をした『ケフェ
　ウス座』です。10月中旬ごろでしたら、午後９
　時～10時ごろに夜空を見上げてみてください。
　図のような秋の星座が楽しめます。

【産業文化祭】　
　10月29日(土)、30日(日)に開催される大田原
　市産業文化祭に天文館も出展します。会場に
　お越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

☆★☆　イベント情報　☆★☆☆★☆　イベント情報　☆★☆☆★☆　イベント情報　☆★☆

★今月の天文情報★今月の天文情報



図書館・統計

平成23年10月１日号27

　男　　３７,１７６人
　女　　３７,７７８人
　計　　７４,９５４人
世帯数　２６,９６６世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

８月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(９月１日現在)

　男　　３９,１３６人
　女　　３７,８７５人
　計　　７７,０１１人
世帯数　２８,１６１世帯

転入 199 人   転出 213 人 
出生   49 人   死亡   56 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

２件
０件
１件
３件

１０件
３件
９件
２２件

６,６１５千円
４７,４０４千円

◆火災･救急 ８月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

１６４件
１０９４件
４６６件

　　　　　　　　１,７２４件

１６件
１５３件
５９件
 ２２８件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 ８月分
１４２件
０人

１９０人
１３２９件

１８件
０人
２３人
 １７３件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成23
　年１月からの累計です。

●日　　時　10月19日(水)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん お気軽に
お電話ください

■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

●日　時　10月２日(日)、９日(日)、16日（日）　午後２時～３時
●会　場　１階　児童クラブ室　
●出　演　ピノキオ会員のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい、工作 など
※子どものつどいは臨時休館に伴いお休みです。

(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

●日　時　10月９日(日)　午前11時～11時45分
●会　場　２階  視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい など

ピノキオおはなし会

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00(98)7037

10月の図書館カレンダー10月の図書館カレンダー
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知ってなるほど!?黒羽図書館クイズ

こども映画館

●期　間　10月15日(土)～11月13日(日)
●対　象　小学生まで
●応募方法　カウンターで問題用紙を受け取り、その日のうちに
　回答してください。
●内　容　みんなが知っている本の中からのクイズ。全問正解すると
　プレゼントがもらえるよ。※全問正解者は館内で掲示します。

●日　時　10月30日(日)
●会　場　２階  視聴覚室
●内　容　
・午前10時30分～11時30分
　「こびと観察入門①」「うたってあそぼう　いっしょにどうよう①」
・午後２時～３時
　「こびと観察入門②」「うたってあそぼう　いっしょにどうよう②」

コアラおはなし会

《全館臨時休館のお知らせ》
本庁舎の電気設備点検に伴うサーバー停止のため、10月８日(土)は全館臨時休館
日となります。返却は「返却ボックス」にお願いします。貸出しはできません。
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■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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当
館
で
は
平
成
３
年
度
以
来
、
黒
羽
地

域
に
ゆ
か
り
あ
る
テ
ー
マ
に
よ
り
、
毎
年

１
回
企
画
展
を
開
催
し
、
図
録
を
制
作
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
館
で
は
、
資
料
館
と
し
て
の
性

格
上
、
松
尾
芭
蕉
お
よ
び
黒
羽
地
域
に
関

わ
る
資
料
・
作
品
を
収
集
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
で
平
成
16
年
度
に
は
、
個
人
の
方

よ
り
多
数
の
芭
蕉
句
碑
拓
本
掛
幅
の
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
当

館
芭
蕉
展
示
室
な
ど
に
て
一
部
展
示
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
と
め
て
全
体
的

に
紹
介
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
本
年
度
は
、
前
記
資
料
を
中
心

と
し
た
県
内
各
所
に
所
在
す
る
芭
蕉
句
碑

な
ど
の
拓
本
掛
幅
（
約
40
幅
）
や
、
そ
れ
ら

句
碑
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
、
身
近
な

地
域
の
句
碑
を
手
が
か
り
に
俳
聖
芭
蕉
の

名
句
を
鑑
賞
し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
企
画
展
を
次
の
よ

う
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　
「
句
碑
拓
本
で
味
わ
う
芭
蕉
の
名
句
」

●
会
　
期

　

11
月
２
日（
水
）〜
12
月
11
日（
日
）

●
会
　
場　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

展
示
室

●
展
示
構
成

　

①『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
概
要

　

②
下
野
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
句
を
味

　
　

わ
う

　

③
40
代
以
降
の
芭
蕉
の
名
句
を
味
わ
う

●
関
連
事
業　

参
加
費
無
料
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
展
示
解
説
会
）】

・
日
時　

11
月
３
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
場
所　

当
館
展
示
室

・
担
当　

当
館
学
芸
員

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
観

　

覧
料
が
か
か
り
ま
す
。

【
講
演
会
】

・
日
時　

11
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
場
所　

当
館
研
修
室

・
講
師　

蓮
實
淳
夫
氏（「
お
く
の
ほ
そ
道
」

　

の
旅
の
会
講
師
）

・
演
題　
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
山
」

・
定
員　

40
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
申
込
方
法　

当
館
窓
口
へ
直
接
ま
た
は

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
申
し
込
み
。

﹇
展
示
替
え
に
伴
う
臨
時
休
館
﹈

●
臨
時
休
館
日　

11
月
１
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
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４
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黒
羽
芭
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の
館
だ
よ
り
⑧

黒
羽
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り
⑧

企
画
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「
句
碑
拓
本
で
味
わ
う
芭
蕉
の
名
句
」

「
木
つ
ゝ
き
も
い
ほ
は
や
ぶ
ら
ず
夏
こ
だ
ち
　
芭
蕉
翁
」

　この作品は、ふれあいの丘の芝生広場の西側、
宿泊施設に続く坂道の中腹にある彫刻です。
　一見すると荒削りの石柱のようにも見えます。近
　　　　　　　　　　　　　づいてみると、高さ
　　　　　　　　　　　　　が３ｍ近くあり結構
　　　　　　　　　　　　　大きいことが分かり
　　　　　　　　　　　　　ます。また、きれいに
　　　　　　　　　　　　　磨かれた石の面は、
　　　　　　　　　　　　　実は平らではなく、
　　　　　　　　　　　　 滑らかな起伏があり
　　　　　　　　　　　　　ます。「石がやわらか
　　　　　　　　　　　　　い曲線を持って天に
　　　　　　　　　　　　　向かって昇る姿を見
　　　　　　　　　　　　　るには最低この高さ

は必要」といって、作者はこの作
品を作り上げました。富士山を
見るように仰ぎ見てくれることを
期待しています。
　ドイツの画家アンゼルム ・
キーファーの作品展で、壁いっぱ
いの大きな作品に出会った作者
は、近くで仰いで見て、平面なの
に「より大きく、我々にかぶさる」という感覚に襲わ
れ、作品の持つ意味が明確になったといいます。こ
のときの感覚がこの作品を生み出したのでしょう。
　作者は、1944年栃木県生まれの福田順忠氏。愛

知県立芸術大学大学院
彫刻専攻修了後、オー
ストリアのリンダグラム
国際彫刻シンポジウム
に参加。現在は那須塩
原市内にアトリエを持
ち、那須野が原ハーモ
ニーホールの「原野展」
にも毎年出品されてい
ます。

設置場所案内図（★印）

★

シャトー・
エスポワール

芝生広場
芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

福田　順忠
1998年

　ふく   だ　　   よし ただ

Stone Works
－天までとどけ－

福田　順忠  氏福田　順忠  氏
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８月20日、道の駅那須与一の郷を会場に開催され、家族連れなどで賑わいました。今回はよさこいソーラン
の披露が行われるなど、歴史・文化に触れながら、元気な大田原を感じることができるお祭りでした。

８月９日 水生生物教室
（蛇尾川および勤労者総合福祉センター）

蛇尾川や蛇尾川に流れ込む寺町下水路に生息し
ている生物を採取し、水質の状況を調査する教
室が開催されました。親子ら23名が参加し、自
分たちで採取した生物を分類した結果、蛇尾川
では、きれいな水に生息するカワゲラやオニヤ
ンマのヤゴが見つかるなど、川の水質の状況を
学びました。

８月19、20日  第18回マラソンコンサート
（那須野が原ハーモニーホール）

18回目を迎えた今回は、市内外から２日間で小
学生から70歳代まで105組122名の参加がありま
した。参加者たちは、大ホールの舞台で、ピア
ノの個人演奏や連弾、ピアノと合わせて声楽、
チェロなどの演奏を行い、日ごろの練習の成果
を披露しました。  

第３回
与一の郷夏祭り

第３回
与一の郷夏祭り

第３回
与一の郷夏祭り

よさこいソーラン  『夢楽咲四季舞』よさこいソーラン  『夢楽咲四季舞』

よさこいソーラン  『くろばね鳴子会』よさこいソーラン  『くろばね鳴子会』

模擬店も大盛況模擬店も大盛況

大田原盆踊り唄に合わせ盆踊りを披露
『大田原盆踊り唄保存愛好会』

大田原盆踊り唄に合わせ盆踊りを披露
『大田原盆踊り唄保存愛好会』

なでしこ幼稚園児が元気に体操発表なでしこ幼稚園児が元気に体操発表 伝統継承  『田町囃子保存会』伝統継承  『田町囃子保存会』
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